
古紙配合率100％再生紙を
使用しています。環境にやさしい大豆油インキ 32

「市報くまがや」は、自治会を通してお届けします。また、市役所・行政センター・出張所・公民館・駅連絡所などでもお配りしています。インターネッ
トでも「市報くまがや」をご覧になれます。（URL）http://www.city.kumagaya.lg.jp/「市報くまがや」は毎月１日(原則)に発行します。

■人口 206,348人(－443) 男 103,302人(－295) 女 103,046人(－148) ■世帯 79,482世帯(－48)
人口と世帯　●平成19年４月１日現在（対前月比）

市報くまがや　平成19年(2007)５月

■
発
行
日
　
平
成
19
年
５
月
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■
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広
聴
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●おもてなし料理にいかがですか！

カブの漬物(菊花カブ・カブ椿
つばき

)

■材　料
カブ　　　 ６～８個分

酢　　１カップ
砂糖　１カップ
塩　　少々

■作り方
菊花カブ

①カブに包丁で縦横に細かく切り目を入れる。（一番下
まで包丁を入れてカブがバラバラにならないように、
割
わり

箸
ばし

を下に敷いて切るときれいに仕上がります。）
②調味料を合わせ、カブが半分浸

つ

かるくらいの容器に
入れ、２日間程度冷蔵庫でねかせて出来上がり。

カブ椿
薄切りにしたカブを菊花カブ
と同じ漬け汁につけ、ほんの
り色づいたものを花びらに見
立て、椿のように丸めて重ね
ていって出来上がり。
※赤カブと一緒に漬けると白いカ
ブにもほんのりと色がついてき
れいです。

◆農業振興課　3内線442

〔
菊花カブ カブ椿

今月の料理人は妻沼の　堀口初恵さん

市
報 月号

５
No.20
2007
平成19年

URL  http://www.city.kumagaya.lg.jp/

全国高校選抜ラグビー・
めぬまカップ“２００７”

ご利用ください
「市政宅配講座」

熊谷市有料広告事業のご案内
市政ワイド
市税・国民健康保険税が

コンビニでも納められますほか
市政情報
都市計画の決定に関する原案の閲覧ほか

くらしの情報
催し・講習・募集・スポーツ・相談

いきいき元気　みんなの健康
文化施設情報
くまがやフォトニュース・
市報クイズ・おたよりパレット
くまがや東西南北
夢追い人・フレッシュクッキング
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全国の強豪26チームが、熊谷ラグビー場に集結。

調味料

『一言アドバイス』
カブは「すずな」とも呼ばれる春の七草のひとつです。
葉つきのままでは水分が蒸発するので根と葉に切り分けて保存します。
根はアクが少なくビタミンＣを多く含むので生食がおすすめです。
葉はカロテンやカルシウムを多く含み、炒

いた

め物、汁の実、和
あ

え物な

どに向いています。 ◆健康づくり課　3528－0601

夢
の
マ
ン
島
Ｔ
Ｔ
レ
ー
ス(

サ
イ
ド
カ
ー
部
門)

に
、

日
本
人
と
し
て
30
年
ぶ
り
に
出
場
！

ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
・
レ
ー
シ
ン
グ

渡
辺
　
正ま
さ

人ひ
と

さ
ん

（
測
量
士
・
玉
井
）

バ
イ
ク
好
き
が
高
じ
て
サ
イ
ド
カ
ー

レ
ー
ス
の
世
界
へ

高
校
生
の
と
き
か
ら
、
と
に
か
く
バ

イ
ク
が
大
好
き
で
し
た
。
い
ろ
ん
な
バ

イ
ク
に
乗
り
た
く
て
、
モ
ト
ク
ロ
ス
の

レ
ー
ス
に
出
た
り
、
サ
イ
ド
カ
ー
の
街ま

ち

乗
り
も
し
て
い
ま
し
た
が
、
９
年
前
、

バ
イ
ク
店
を
営
む
知
人
か
ら
、「
サ
イ
ド

カ
ー
レ
ー
ス
に
出
て
み
な
い
か
？
」
と

誘
わ
れ
た
ん
で
す
。
試
し
に
レ
ー
ス
を

見
に
行
っ
た
ら
、
そ
の
場
で
虜
に
な
っ

ち
ゃ
っ
て
、
次
の
レ
ー
ス
に
は
も
う
出

て
い
た
ん
で
す
よ
。

サ
イ
ド
カ
ー
っ
て
、
な
か
な
か
思
い

通
り
に
は
走
ら
な
い
ん
で
す
。
３
輪
な

の
で
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
の
が
難
し
く
、

コ
ー
ナ
リ
ン
グ
で
は
、
パ
ッ
セ
ン
ジ
ャ

ー(

同
乗
者)

が
巧
み
に
体
重
移
動
し
な
い

と
、
片
輪
が
浮
い
て
し
ま
っ
て
、
常
に

転
倒
の
危
険
が
伴
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
強
烈
な
ク
セ
が
サ
イ
ド
カ
ー
レ
ー

ス
の
魅
力
な
ん
で
す
。
私
は
ド
ラ
イ
バ

ー
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
パ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
の
吉
田
君
と
呼
吸
を
合
わ
せ
て
、

ア
ク
セ
ル
全
開
で
高
速
コ
ー
ナ
ー
に
突

っ
込
む
と
こ
ろ
な
ん
て
、
本
当
に
た
ま

り
ま
せ
ん
。

目
標
は
決
勝
で
完
走
す
る
こ
と

平
成
17
年
に
、
全
日
本
サ
イ
ド
カ
ー

選
手
権
で
念
願
の
年
間
王
者
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
を
基
に
、
マ
ン
島
レ

ー
ス
の
主
催
者
に
出
場
を
打
診
し
、
昨

年
12
月
に
正
式
な
出
場
許
可
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
本
当

に
感
激
し
ま
し
た
よ
。

マ
ン
島
レ
ー
ス
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は

高
度
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
、
パ
ッ
セ
ン
ジ
ャ

ー
に
は
忍
耐
力
が
要
求
さ
れ
、
そ
し
て
何

よ
り
危
険
を
伴
う
極
め
て
過
酷
な
レ
ー

ス
。
初
出
場
の
今
回
は
、
次
世
代
の
選
手

の
た
め
に
も
、
予
選
を
通
過
し
、
と
に
か

く
決
勝
で
の
完
走
を
目
指
し
ま
す
。

今
は
、
マ
シ
ン
の
調
整
や
資
金
面
の
こ

と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
大
変
で
す
が
、
５

月
末
の
本
戦
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。
日
の

丸
を
背
負
っ
て
が
ん
ば
っ
て
き
ま
す
の

で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ドライバーが渡辺さん(写真左)。パッセンジ
ャーの吉田秀幸(旧姓石垣)さんも熊谷出身。

P2

4

5

6

9

第8回全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会開会式第8回全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会開会式第8回全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会開会式第8回全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会開会式第8回全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会開会式第8回全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会開会式第8回全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会開会式第8回全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会開会式第8回全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会開会式第8回全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会開会式第8回全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会開会式第8回全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会開会式第8回全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会開会式第8回全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会開会式第8回全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会開会式第8回全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会開会式第8回全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会開会式

ライジングサン・レーシングホームページ
http://www.tt-sidecar-challenge.jp/

と
り
こ

マン島ＴＴ
(ツーリスト・トロフィー)

レースとは

マン島

イギリスの自治領であ
るマン島で毎年5月から6
月にかけて開催され、今
年で100周年を迎える世界
最大の公道レース。
サイドカー部門は、首

都ダグラスの市街地から、
1周60kmのコースを3周し
てタイムを競う。日本人
の出場は、30年ぶり2組目。



市報くまがや　平成19年(2007)５月３ 市報くまがや　平成19年(2007)５月 ２

第
８
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ラ
グ

ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
４
月

２
日
か
ら
８
日
ま
で
熊
谷
ラ
グ
ビ
ー

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら

代
表
校
26
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
埼
玉
県
か
ら

は
正
智
深
谷
高
校
が
出
場
し
ま
し
た

が
、
決
勝
戦
は
伏
見
工
業
高
校(

京
都

府)

と
桐
蔭
学
園
高
校(
神
奈
川
県)

の

対
戦
と
な
り
、
伏
見
工
業
高
校
が
初

優
勝
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ

く
り
推
進
事
業
の
認
定
を
受
け
た
全

国
60
大
会
の
中
か
ら
「
総
務
大
臣
・

国
民
ス
ポ
ー
ツ
杯
」
を
受
賞
し
、
西

の
花
園
に
な
ら
ぶ
「
東
の
熊
谷
」
と

し
て
、
全
国
の
高
校
生
ラ
ガ
ー
の
憧あ

こ
が

れ
の
大
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
素
晴
ら
し
い
大
会
に
な
る

よ
う
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

決勝戦　伏見工　対　桐蔭学園　後半ロスタイムの決勝トライ
（京都・赤）（神奈川・紺白）

優勝校表彰

仙台育英　対　東農大二
（宮城・黄） （群馬・緑白）

正智深谷　対　東海大仰星
（埼玉・緑） （大阪・紺）

男鹿工　対　北条
（秋田・紺赤）（愛媛・赤緑）

國學院久我山　対　長崎北陽台
（東京・黄） （長崎・白）

京都成章（京都）
関　大輔主将による選手宣誓

第
13
回
「
め
ぬ
ま
カ
ッ
プ
”２

０
０
７
“
」
が
３
月
26
日
か
ら
29

日
ま
で
妻
沼
運
動
公
園
と
利
根
川

総
合
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
北
は
北
海
道
か

ら
南
は
鹿
児
島
ま
で
、
全
国
大
会

上
位
チ
ー
ム
を
含
む
48
チ
ー
ム
を

招
き
、
埼
玉
県
か
ら
も
８
校
が
出

場
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
女
子
高
校
生
た
ち

の
若
さ
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い
試

合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
決
勝
戦
は

常
盤
木
学
園
高
校(

宮
城
県)

と
日

ノ
本
学
園
高
校(

兵
庫
県)

の
対
戦

と
な
り
、
常
盤
木
学
園
高
校
が
初

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、「
な
で
し
こ
ジ

ャ
パ
ン
」
を
目
指
す
女
子
高
校
生

が
集
う
大
会
に
、
市
民
皆
さ
ん
の

熱
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

「今」が一生の宝物
(第13回大会キャッチフレーズ)

決勝戦　常磐木学園　対　日ノ本学園
（宮城・白） （兵庫・赤）

大阪桐蔭　対　聖カピタニオ
（大阪・緑） （愛知・白）

十文字　対　松山女子
（東京・白）（埼玉・赤）

湘南学院　対　山村女子
（神奈川・青）（埼玉・赤）

県立熊谷女子　対　広島文教女子大
（埼玉・黄） （広島・青）

優勝校表彰

日ノ本学園高校（前年度優勝校）
菊地由香里主将による選手宣誓



市政宅配講座

・
講
師
派
遣
費
用
無
料

・
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
利

用
可
能

・
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選

択
で
き
る

・
市
役
所
以
外
の
機
関
の
講

座
も
あ
る

①
グ
ル
ー
プ
を
作
る

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方
10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
作

っ
て
く
だ
さ
い
。

自
治
会
、
老
人
会
、
子
ど
も

会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
団
体
の
ほ
か
、

受
講
の
た
め
に
新
た
に
組
織
し
た

グ
ル
ー
プ
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

②
メ
ニ
ュ
ー
を
選
択
す
る

「
メ
ニ
ュ
ー
一
覧
表
」(

左

表)
の
中
か
ら
、
受
講
し
た
い

講
座
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

③
会
場
を
確
保
す
る

会
場(

市
内
に
限
る)

の
手
配

は
、
主
催
者
で
あ
る
皆
さ
ん
に

お
願
い
し
ま
す
。

④
開
催
日
時
を
設
定
す
る

講
師
と
し
て
市
職
員
等
を
派

遣
で
き
る
の
は
、
９
時
か
ら
21

時
ま
で
で
、
１
講
座
２
時
間
以
内

と
し
ま
す
。
ま
た
、
年
末
年
始

(

12
月
29
日
〜
１
月
３
日)

は
除
き

ま
す
。

⑤
申
込
み
を
す
る

実
施
日
１
か
月
前
ま
で
に

「
市
政
宅
配
講
座
申
込
書
」
を

記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵

送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
広
報
広
聴
課

(

市
役
所
３
階)

へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

「
申
込
書
お
よ
び
メ
ュ
ー
一
覧

表
」
は
、
広
報
広
聴
課
、
行
政
セ

ン
タ
ー
総
務
税
務
課
、
公
民
館
、

駅
連
絡
所
、
大
里
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

※
５
月
１
日
か
ら
、
電

子
申
請(

熊
谷
市
申

請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス)

に
対
応
し
、
パ
ソ
コ
ン

で
申
込
み
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

今
年
度
か
ら
の
新
規
講
座
と
し

て
、
14
講
座
が
誕
生
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

No.1
知
れ
ば
な
っ
と
く

熊
谷
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

く
ら
し
に
役
立
つ
も
の
や
、
読
み

物
と
し
て
楽
し
め
る
内
容
が
い
っ
ぱ

い
の
熊
谷
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

No.4
感
動
「
雪
く
ま
物
語
」

こ
れ
ぞ
熊
谷

と
い
う
新
時
代

の
名
産
を
生
み

出
す
べ
く
結
成

さ
れ
た
、
若
手

職
員
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
の
苦
闘
の
物
語
で
す
。

No.11
議
会
の
し
く
み

議
会
の
開
会
か
ら
閉
会
ま
で
の

流
れ
を
中
心
に
、
議
会
の
し
く
み

に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

No.40
環
境
に
も
や
さ
し
い
乗
り
物

「
グ
ラ
イ
ダ
ー
」
の
仕
組
み

エ
ン
ジ
ン
を
持
た
ず
、
上
昇
気

流
に
よ
り
空
を
舞
う
こ
と
か
ら
、

環
境
に
も
や
さ

し
い
グ
ラ
イ
ダ

ー
の
仕
組
み
に

つ
い
て
お
話
し

ま
す
。

熊谷市ホームページ「市政宅配講座」
http://www.city.kumagaya.lg.jp/
kurashi/sisei_takuhai/index.html

４５ 市報くまがや　平成19年(2007)５月 市報くまがや　平成19年(2007)５月

市政宅配講座は、市の職員等が講師となり、皆さんの指定した場所へ出向き、市役所の業務な
どについて説明するものです。
平成19年度からの新規開設講座も多数登場し、講座メニューは、福祉・健康・環境・教育等9
つのジャンルから、全72講座が用意されています。10人以上の仲間が集まれば、誰でも気軽に
利用できますので、ぜひご利用ください。 ◆広報広聴課3内線212 FAX520-2870

ご利用くださいご利用くださいご利用くださいご利用くださいご利用くださいご利用くださいご利用くださいご利用くださいご利用くださいご利用くださいご利用くださいご利用くださいご利用くださいご利用くださいご利用くださいご利用くださいご利用ください

市政宅配講座市政宅配講座市政宅配講座市政宅配講座市政宅配講座市政宅配講座市政宅配講座市政宅配講座市政宅配講座市政宅配講座市政宅配講座市政宅配講座市政宅配講座市政宅配講座市政宅配講座市政宅配講座市政宅配講座

全
　
講
座

７2

市政宅配講座メニュー一覧表
は、平成19年度からの新規開設講座です。

知ればなっとく熊谷市ホームページ
国際交流のすすめ
「あついぞ！熊谷」の今までとこれから
感動「雪くま物語」
特例市とは何か
まちづくりの指針「総合振興計画」※平成20年1月から開設
やさしく解説「自治基本条例」
熊谷市の財政
熊谷市と高度情報化
一緒に考えませんか！男女共同参画のこと
議会のしくみ
みんなで支える介護保険
いきいきあんしん元気で長寿のまちくまがや
熊谷市の障害福祉
熊谷市の子育て支援
生活習慣病を予防しよう　～健康な生活を過ごすために～
健康体操で健やかな老後を迎えよう ～寝たきりを予防するために～
高齢者体力測定会
環境施設見学会
熊谷の自然
地球環境問題
ダイオキシン類の概要
大気汚染の現状と防止方法
熊谷市の水質
ごみの分別とリサイクル
水道の水ができるまで
ムサシトミヨの保護
コンピューターウィルスと情報セキュリティ
知っておきたい住民税のしくみ
気をつけよう悪質商法
交通安全教室
知っておきたい防犯対策
ともに考えよう大災害への対策(防火対策と心構え)

国民保護のしくみ
応急手当講習会
普通救命講習会
わが家の火災予防対策（住宅防火診断）
観光協会の関わるお祭り
市制度融資の利用
環境にもやさしい乗り物「グライダー」の仕組み
歴史と文化のまちめぬまの観光
熊谷市のシルバー人材センター
勤労者福祉サービスセンター
国民健康保険のしくみと現状
老人保健のしくみと現状
"ご存知ですか、あなたの国民年金"

熊谷市の下水道
みんなで描くまちづくり
交通バリアフリー
家庭教育のあり方
不登校の予防と支援
学習障害等の子どもたちへの支援
人権の尊重　～差別の無い社会を目指して～
市立女子高等学校の教育
熊谷市の生涯学習
子どもセンター
わくわく土器ドキ石器講座
熊谷市の学校給食
図書館利用案内
文化会館及び市民ギャラリーってどんなところ
親子でさがそう夜空の宝石（プラネタリウム館）
ようこそ「さくらめいと」へ
税金について（熊谷税務署）
気象台の出前講座（熊谷地方気象台）
航空自衛隊熊谷基地ってどんなところ（航空自衛隊熊谷基地）
熊谷スポーツ文化公園施設案内（熊谷スポーツ文化公園）
高齢者福祉施設の生活について（熊谷ホーム）
電気とちょっといい毎日（東京電力）
立正大学施設見学案内（立正大学）
食事のバランス考えていますか？（関東農政局）
知っておきたい食品の表示について（関東農政局）
お米について（関東農政局）
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市
　
政

福
祉

健
康

環
　
境

教
　
　
育

市
役
所
以
外
の
機
関
が
行
う
講
座

市
　
民
　
生
　
活

保
険
年
金

都
市
計
画

カテ
ゴリ

講座
No. 講　座　名

市では、このたび有料広告事業を幅広く実施す
ることになりました。
この事業は、市が発行する印刷物や施設等を有

効活用して新たな財源を確保し、行政サービスの
向上に充てることを目的として実施するものです。
また、広告・宣伝機会の拡充を図ることにより、

地域経済の活性化に資することも期待しています
ので、ぜひ、ご活用ください。

※上記は一例であり、順次更新していきます。
詳しくは市ホームページをご覧ください。

①ホームページ
・熊谷市ホームページ
・図書館ホームページ

②印刷物
・市報、庁用封筒

③施設
・熊谷駅自由通路
・健康スポーツセンター
・道の駅「めぬまアグリパーク」
・別府荘、上之荘、ひかわ荘、江南荘
・屋内プール「アクアピア」
・文化センター
・本町駐車場

④その他
・一般公用車

市では、事業実施と同時に、募集対象以外の
市の媒体に広告掲載を希望される方、その他、
広告事業へのアイデア等を募集しています。お
気軽にご応募ください。 ◆企画課3内線215

有料広告事業実施対象の一部紹介

企画提案・アイデア募集

※No.63～No72の講座については、開講時間等条件がありますの
で、事前に広報広聴課までお問合せください。

一般公用車掲載位置イメージ

熊谷駅自由通路掲載イメージ

本町駐車場の掲載イメージ

熊谷市有料広告事業のご案内熊谷市有料広告事業のご案内熊谷市有料広告事業のご案内熊谷市有料広告事業のご案内熊谷市有料広告事業のご案内熊谷市有料広告事業のご案内熊谷市有料広告事業のご案内熊谷市有料広告事業のご案内熊谷市有料広告事業のご案内熊谷市有料広告事業のご案内熊谷市有料広告事業のご案内熊谷市有料広告事業のご案内熊谷市有料広告事業のご案内熊谷市有料広告事業のご案内熊谷市有料広告事業のご案内熊谷市有料広告事業のご案内熊谷市有料広告事業のご案内

No.12 みんなで支える介護保険

No.2 国際交流のすすめNo.2 国際交流のすすめNo.2 国際交流のすすめNo.2 国際交流のすすめNo.2 国際交流のすすめNo.2 国際交流のすすめNo.2 国際交流のすすめNo.2 国際交流のすすめNo.2 国際交流のすすめNo.2 国際交流のすすめNo.2 国際交流のすすめNo.2 国際交流のすすめNo.2 国際交流のすすめNo.2 国際交流のすすめNo.2 国際交流のすすめNo.2 国際交流のすすめNo.2 国際交流のすすめ

市
政
宅
配
講
座
の

特
徴

新
規
講
座
の
紹
介

市
政
宅
配
講
座
の

申
込
み
方
法



市
で
は
、
５
月
１
日
か
ら
、
中

学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
ま
た
は
妊

娠
中
の
方
の
い
る
家
庭
を
対
象

に
、
協
賛
店
舗
等
で
商
品
割
引
な

ど
の
優
待
が
受
け
ら
れ
る
「
パ

パ
・
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
」
事
業

を
始
め
ま
す
。

優
待
を
受
け
る
た
め
に
は
、
対

象
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
「
パ
パ
・

マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
優
待
カ
ー

ド
」
を
、
協
賛
店
舗
等
に
提
示
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

な
お
、
こ
の
カ
ー
ド
は
県
内
全

域
の
協
賛
店
舗
等
で
使
え
ま
す
。

優
待
カ
ー
ド
の
配
布

保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
を
通
じ
て
お
子
さ
ん
に
配
布
し

て
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
お
子
さ
ん
ま
た
は

妊
娠
中
の
方
の
い
る
家
庭
に
つ
い

て
は
、
市
役
所
こ
ど
も
課(

市
役

所
２
階)

ま
た
は
各
行
政
セ
ン
タ

ー
福
祉
課
で
配
布
し
ま
す
。
お
越

し
の
際
は
、
お
子
さ
ん
お
よ
び
保

護
者
の
方
の
住
所
・
年
齢
が
確
認

で
き
る
も
の(

お
子
さ
ん
お
よ
び

保
護
者
の
方
の
健
康
保
険
証
、
母

子
手
帳
な
ど)

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

協
賛
店
舗
等
の
情
報

優
待
カ
ー
ド
と
一
緒
に
配
布
さ

れ
る
「
協
賛
店
舗
等
一
覧
」
や
、

県
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

協
賛
店
舗
等
の
募
集

「
パ
パ
・
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
」

協
賛
店
舗
等
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。

こ
ど
も
課
・
商
業
観
光
課(

市

役
所
７
階)

・
各
行
政
セ
ン
タ
ー

福
祉
課
で
配
布
す
る
「
協
賛
申
込

書
」(

県
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。)

に
所
定
の
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
こ
ど
も
課
　
3
内
線
２
９
２
　
　

◆
商
業
観
光
課
　
3
内
線
４
７
７

「
は
じ
め
の
一
歩
助
成
金
」
申
請

団
体
を
募
集
し
ま
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

団
体
で
、
公
益
的
な
活
動
を
行
う

市
民
活
動
団
体
の
活
性
化
を
図
る

た
め
「
は
じ
め
の
一
歩
助
成
金
」

を
交
付
し
ま
す
。

主
に
こ
れ
か
ら
活
動
を
始
め
る

団
体
を
支
援
す
る
「
ス
タ
ー
ト
助

成
金
」
と
、
す
で
に
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
が
、
活
動
を
さ
ら
に

活
発
に
す
る
た
め
の
経
費
に
対
す

る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
助
成
金
」
が
あ

り
ま
す
。

■
ス
タ
ー
ト
助
成
金

１
団
体
当
り
の
上
限
額
10
万
円

(

５
団
体
程
度)

新
た
に
市
民
活
動
団
体
と
し
て

公
益
活
動
を
開
始
す
る
団
体
、
ま

た
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人(

Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人)

の
認
証
を
目
指
し
て

い
る
団
体
等
を
対
象
に
、
団
体
が

活
動
や
事
業
を
開
始
で
き
る
よ
う

立
ち
上
げ
期
に
係
る
費
用
に
対
し

て
支
援
し
ま
す
。

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
助
成
金

１
団
体
当
り
の
上
限
額
30
万
円

(

５
団
体
程
度)

現
在
市
民
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
を
対
象
に
、
公
益
活
動
を
拡

大
、
ま
た
は
他
の
団
体
と
合
同
事

業
を
開
始
す
る
場
合
な
ど
、
活
動

基
盤
の
拡
充
等
に
係
る
費
用
に
対

し
て
支
援
し
ま
す
。

助
成
金
の
手
引
き
・
申
請
書
　
５

月
10
日(

木)

か
ら
配
付(

土
・
日

曜
日
を
除
く)

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手

で
き
ま
す
。

受
付
期
間
　
６
月
１
日(

金)

〜
15

日(

金)(

土
・
日
曜
日
を
除
く)

※
重
複
し
て
応
募
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

助
成
金
交
付
団
体
の
決
定
　
７
月

中
旬

助
成
金
の
交
付
　
概
算
交
付
も
で

き
ま
す
。

実
績
報
告
書
の
提
出
　
事
業
終
了

後
14
日
以
内

配
付
・
受
付
場
所
　
市
民
活
動
推

進
課(

市
役
所
２
階)

※
申
請
に
は
事
業
計
画
書
、
団
体

概
要
書
等
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
申
請
の
手
引
き
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◆
市
民
活
動
推
進
課
　

3
内
線
４
７
５
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●
熊
谷
市
役
所
3
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１
●
江
南
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
８-

５
３
６-

１
５
２
１

第58回熊谷花火大会の
開催にあたり、メッセー
ジ花火、企業の広告花火
を募集します。多彩な花
火大会となるよう、たく
さんのご提供をお待ちし
ています。
熊谷花火大会
とき　８月11日(土) 19：00～21：00
※順延の場合は12日(日)、18日(土)、19日(日)の順で開催します。
（花火の種類、価格、内容）

申込受付期間　５月14日(月)～６月22日(金)
※今年はメッセージ花火の申込み受付を、先着35
件までとさせていただきます。

◆商業観光課　3内線312

メッセージ花火

企業広告花火

種　類 価　格 内　容

メッセージをプ
ログラムに掲載
し、打上げ前にそ
の内容を放送し
ます。

企業広告をプロ
グラムに掲載し、
宣伝文を打上げ
前に放送します。

7号玉

8号玉

10号玉

スターマイン

10号玉

スターマイン

23,000円

35,000円

50,000円

25万円～

50,000円

25万円～

7 市報くまがや　平成19年(2007)５月

「あついぞ！熊谷　第58回熊谷花火大会」
提供者募集のお知らせ

「あついぞ！熊谷　第58回熊谷花火大会」
提供者募集のお知らせ

「あついぞ！熊谷　第58回熊谷花火大会」
提供者募集のお知らせ

「あついぞ！熊谷　第58回熊谷花火大会」
提供者募集のお知らせ

「あついぞ！熊谷　第58回熊谷花火大会」
提供者募集のお知らせ

「あついぞ！熊谷　第58回熊谷花火大会」
提供者募集のお知らせ

「あついぞ！熊谷　第58回熊谷花火大会」
提供者募集のお知らせ

「あついぞ！熊谷　第58回熊谷花火大会」
提供者募集のお知らせ

「あついぞ！熊谷　第58回熊谷花火大会」
提供者募集のお知らせ

「あついぞ！熊谷　第58回熊谷花火大会」
提供者募集のお知らせ

「あついぞ！熊谷　第58回熊谷花火大会」
提供者募集のお知らせ

「あついぞ！熊谷　第58回熊谷花火大会」
提供者募集のお知らせ

「あついぞ！熊谷　第58回熊谷花火大会」
提供者募集のお知らせ

「あついぞ！熊谷　第58回熊谷花火大会」
提供者募集のお知らせ

「あついぞ！熊谷　第58回熊谷花火大会」
提供者募集のお知らせ

「あついぞ！熊谷　第58回熊谷花火大会」
提供者募集のお知らせ

「あついぞ！熊谷　第58回熊谷花火大会」
提供者募集のお知らせ

市の自治の基本原則を定め、自治の推進に関
する市民、議会、行政等の役割を明らかにする
とともに、市民主体のまちづくりを推進し、豊
かで活力のある地域社会の実現を目的とする熊
谷市自治基本条例の策定を進めています。
このたび、公募の市民の皆さんにご検討いた

だき、熊谷市自治基本条例の案がまとまりまし
たので、これを公表し、意見を募集します。
意見募集期間　５月16日(水)～６月５日(火)
案の公表方法　市ホームページ、企画課(市役所
３階)、各行政センター総務税務課
意見の提出方法　住所・氏名・電話番号・意見
(概ね200字程度)を記入のうえ、郵送、FAX、
Ｅメール、持参のいずれかの方法で、企画課
へご提出ください。
※電話等による口頭での意見はお受けできませ
んので、ご了承ください。
意見の取扱い
①提出いただいた意見を考慮し、熊谷市自治基
本条例を策定します。
②いただいた意見の概要と、意見に対する市の
考え方などを、市ホームページ等で公表しま
す。
③個々の意見に対する個別回答や、提出いただ
いた書類等の返却はしませんので、ご了承く
ださい。
◆企画課　3内線215 FAX525-9222

Ｅメール kikaku@city.kumagaya.lg.jp

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
が

コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
め
ら
れ
ま
す

熊谷市自治基本条例案に
対する意見を募集します

子
育
て
家
庭
優
待
制
度
を

始
め
ま
す

市
民
の
公
益
活
動
を

支
援
し
ま
す

水
防
に
、
み
ん
な
の
力
を
結
集
。

頻
発
す
る
水
害
、み
ん
な
の
力
で
、

地
域
の
防
災
力
を
ア
ッ
プ
し
よ
う
！

今
か
ら
60
年
前(

昭
和
22
年)

の

カ
ス
リ
ー
ン
台
風
に
よ
る
未み

曾ぞ

有う

の
被
害
を
教
訓
と
し
て
始
め
ら
れ

た
利
根
川
水
系
連
合
水
防
演
習

が
、
国
と
関
東
１
都
６
県
、
熊
谷

市
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま

す
。こ

の
水
防
演
習
は
、
出
水
期
を

前
に
水
防
技
術
の
向
上
や
水
防
体

制
の
充
実
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
水

防
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
得
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

毎
年
多
く
の
台
風
が
日
本
に
上

陸
し
、
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
各
地
で
豪

雨
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
被
害
が

頻
発
し
て
い
る
中
、
今
回
の
演
習

で
は
、水
防
団
に
よ
る
水
防
訓
練
、

熊
谷
市
自
主
防
災
会
に
よ
る
避
難

訓
練
、
演
習
協
力
団
体
に
よ
る
救

出
・
救
護
訓
練
な
ど
た
く
さ
ん
の

演
習
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か

に
も
演
習
参
加
機
関
に
よ
る
展

示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
置

さ
れ
ま
す
。

水
防
活
動
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
た

め
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
ま
ち

し
て
い
ま
す
。

※
水
防
講
習
会
参
加

者
募
集

詳
し
く
は
下
記
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

と
き
　
５
月
19
日(

土)

８
時
50
分
〜

と
こ
ろ
　
葛
和
田
地
先
利
根
川

河
川
敷
　

◆
管
理
課
　
3
内
線
３
２
３

第
56
回
利
根
川
水
系
連
合
水
防
演
習

５
月
か
ら
、
市
の
税
金
が
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア(

コ
ン
ビ
ニ)

で
も
、
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
お
取
扱
窓
口(

金

融
機
関
や
郵
便
局)

に
加
え
て
、

全
国
の
主
な
コ
ン
ビ
ニ
で
利
用
で

き
る
た
め
、
曜
日
や
時
間
を
気
に

す
る
こ
と
な
く
、
い
つ
で
も
納
付

で
き
ま
す
。

取
扱
い
で
き
る
税
目
・
開
始
時
期

・
市
・
県
民
税(

普
通
徴
収
分)

６
月
11
日
発
送
分
か
ら

・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

５
月
10
日
発
送
分
か
ら

・
軽
自
動
車
税

５
月
10
日
発
送
分
か
ら

・
国
民
健
康
保
険
税

６
月
15
日
発
送
分
か
ら

次
の
場
合
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
は
納

付
で
き
ま
せ
ん
の
で
金
融
機
関
等

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
納
付
書
１
枚
あ
た
り
の
税
額
が

30
万
円
を
超
え
る
場
合

・
現
金
以
外(

小
切
手
等)

で
の
払

込
み
を
さ
れ
る
場
合

・
取
扱
い
期
限
を
過
ぎ
た
場
合

・
金
額
の
訂
正
が
あ
る
場
合

・
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い

な
い
場
合

コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
従
来
の
納
付
書
と
形

が
変
わ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

・
口
座
振
替
以
外
は
、
納
税
通
知

書
と
納
付
書
が
別
々
に
な
っ
て

い
ま
す
。

・
納
期
と
納
期
限
を
確
認
し
、
必

要
な
納
付
書
の
み
を
コ
ン
ビ
ニ

の
レ
ジ
に
持
参
し
、
現
金
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
領
収

証
書
は
５
年
間
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

※
市
税
等
の
納
付
に
つ
い
て
は
、

便
利
な
口
座
振
替(
自
動
払
込)

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◆
納
税
課
　
3
内
線
２
５
７

第56回利根川水系連合
水防演習ホームページ

http://www.tonejo.go.jp/suibou

次のコンビニの全国店舗で
取扱っています

エーエム・ピーエム、エブリワン、く
らしハウス、コミュニティ・ストア、
ココストア、サークルＫ、サンクス、
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県
が
都
市
計
画(

住
宅
市
街
地

の
開
発
整
備
の
方
針)

の
案
を
作

成
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
原
案
を

作
成
し
ま
し
た
。つ
き
ま
し
て
は
、

原
案
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
に

意
見
を
お
聴
き
す
る
た
め
、
閲
覧

を
行
い
ま
す
。

閲
覧

今
回
対
象
の
都
市
計
画
　
熊
谷
都

市
計
画
「
住
宅
市
街
地
の
開
発

整
備
の
方
針
」

閲
覧
期
間
　
５
月
９
日(

水)

〜
22

日(

火)

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
。）

閲
覧
場
所
　
都
市
計
画
課(

市
役

所
４
階)

県
住
宅
課

県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所

ま
た
、
県
住
宅
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w
w
.pref.saitam

a.l
g.jp/A

10/B
H
00/m

ain/jyuta
k
u
m
en
u
.h
tm
)

で
も
閲
覧
で
き

ま
す
。

な
お
、
こ
の
原
案
に
意
見
の
あ

る
方
は
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

公
聴
会

と
き
　
６
月
６
日(

水)

14
時
〜

と
こ
ろ
　
商
工
会
館
２
階
大
ホ
ー
ル

※
公
述(

公
聴
会
で
意
見
を
述
べ

る
こ
と)

を
希
望
す
る
方
は
、

公
述
申
出
書
を
都
市
計
画
課
に

持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

い(

５
月
22
日<

火>

必
着)

。

※
公
述
申
出
書
の
様
式
は
、
閲
覧

場
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
公
述
希
望
者
が
多
い
場
合
は
、

公
述
人
を
選
定
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
公
述
申
出
が

な
い
場
合
に
は
、
公
聴
会
は
中

止
と
な
り
ま
す
。

※
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
５
月

30
日(

水)

以
降
に
都
市
計
画
課

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
都
市
計
画
課
　
3
内
線
３
４
３

◆
県
住
宅
課

3
０
４
８-

８
３
０-

５
５
７
１

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
調
整
の
た
め
、
５
月
10

日(

木)

・
11
日(

金)

の
２
日
間
、

次
の
業
務
を
停
止
し
ま
す
。

①
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付

②
電
子
証
明
書
の
発
行

③
広
域
交
付
住
民
票
の
発
行

④
付
記
転
入
・
転
出
の
受
付

◆
市
民
課
　
3
内
線
２
６
９

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
環
境
課

次
の
支
給
対
象
者
に
該
当
し
、

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い

方
は
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

支
給
対
象
者
　
小
学
校
修
了
前
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
で
所

得
が
一
定
額
未
満
の
方

手
当
額
　
児
童
１
人
当
た
り
の
月

額
で
、
３
歳
未
満
は
一
律
各
１

０，
０
０
０
円
、
３
歳
以
上
は

第
１
子
・
第
２
子
が
各
５，
０

０
０
円
、
第
３
子
以
降
が
各
１

０，
０
０
０
円
で
す
。

支
払
時
期
　
毎
年
２
月
、
６
月
、

10
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま

で
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

申
請
　
支
給
を
受
け
る
に
は
認
定

請
求(

申
請)

が
必
要
で
す
。
手

当
は
申
請
を
し
た
月
の
翌
月
分

か
ら
対
象
と
な
り
ま
す(

さ
か

の
ぼ
り
支
給
は
で
き
ま
せ
ん)

。

申
請
に
必
要
な
も
の
　
①
申
請
者

名
義
の
普
通
預
金
通
帳(

郵
便

局
を
除
く)

、
②
健
康
保
険
証

等
、
③
印
鑑(

代
理
申
請
の
場

合)

、
④
そ
の
他
必
要
書
類

出
生
、
転
入
等
の
場
合
　
出
生
、

転
入
等
の
日
か
ら
15
日
以
内
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
15
日
を

過
ぎ
て
も
申
請
で
き
ま
す
が
、

受
給
で
き
な
い
月
が
生
じ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

以
前
に
所
得
制
限
に
よ
り
受
給
資

格
を
喪
失
し
た
方

５
月
中
に
改
め
て
申
請
す
る

こ
と
に
よ
り
６
月
以
降
の
手
当

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

公
務
員
の
場
合
　
勤
務
先
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
制
限
額
　
次
の
表
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
本
来
の
所
得
額

か
ら
最
低
で
も
８
万
円
の
控
除

が
あ
り
ま
す(

控
除
後
の
金
額

で
表
に
当
て
は
め
ま
す)

の
で
、

詳
し
く
は
、
こ
ど
も
課
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

源
泉
徴
収
票
参
照
時
の
注
意

給
与
所
得
者
が
源
泉
徴
収
票

で
所
得
額
を
確
認
す
る
場
合
、

「
支
払
金
額
」
で
は
な
く
、「
給

与
所
得
控
除
後
の
金
額
」
が
所

得
に
該
当
し
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

*

厚
生
年
金
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
、

日
本
郵
政
公
社
共
済
、
文
部
科
学
省

共
済(

大
学
等
支
部
の
み)

等
の
加
入

者
で
す
。

※
表
中
の
扶
養
親
族
等
の
人
数

は
、
参
照
す
る
所
得
の
あ
っ
た

年
の
人
数
で
す
。

◆
こ
ど
も
課
　
3
内
線
２
９
２

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
福
祉
課

8９ 市報くまがや　平成19年(2007)５月 市報くまがや　平成19年(2007)５月

●
熊
谷
市
役
所
3
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１
　
●
江
南
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
８-

５
３
６-

１
５
２
１

【
今
月
の
開
庁
日
】

５
・
12
・
19
・
26
日

【
取
扱
時
間
】

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

【
取
扱
場
所
】

市
役
所

大
里
行
政
セ
ン
タ
ー

妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

江
南
行
政
セ
ン
タ
ー

【
取
扱
業
務
】

・
住
民
票
・
戸
籍
・
印
鑑
登

録
の
証
明
書
の
発
行
業
務

・
印
鑑
登
録
業
務

・
税
関
係
の
証
明
書
の
発
行

業
務

・
市
税
の
収
納
業
務

・
県
収
入
証
紙
の
販
売
業
務

◆
行
政
改
革
推
進
室

3
内
線
２
１
６

土
曜
日
も

一
部
業
務
を
行
い
ま
す

扶養親族
等の人数

０人

１人

２人

３人

４人

５人

厚生年金等の
加入者(*)

532万円

570万円

608万円

646万円

684万円

722万円

国民年金加入
者等(*以外)

460万円

498万円

536万円

574万円

612万円

650万円

く
ら
し
に
役
立
つ

情
報
が
い
っ
ぱ
い

不
妊
治
療
を
受
け
た
方
に
助
成

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
対
象
者
の
所
得
制
限

を
拡
大
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
次
世
代
育
成
支
援
の

一
環
と
し
て
、
医
療
保
険
が
適
用

さ
れ
ず
高
額
の
医
療
費
が
か
か
る

不
妊
治
療(

体
外
受
精
ま
た
は
顕

微
授
精)

を
受
け
て
い
る
夫
婦
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め

助
成
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
者(

全
て
に
該
当
す
る
方)

①
県
の
不
妊
治
療
費
助
成
金
支
給

決
定
を
受
け
て
い
る
こ
と

②
市
内
在
住
の
法
律
上
の
夫
婦
で

あ
る
こ
と

③
前
年
の
夫
婦
の
所
得
合
計
金
額

が
７
３
０
万
円
未
満(

改
正
前

６
５
０
万
円
未
満)

で
あ
る
こ
と

④
市
税
等
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

助
成
内
容
　
夫
婦
一
組
に
つ
き
、

対
象
と
な
る
治
療
の
費
用
が
10
万

円
を
超
え
た
場
合
に
、
当
該
治
療

の
費
用
か
ら
10
万
円
を
控
除
し
た

額
で
１
年
度
５
万
円
を
限
度
に
通

算
２
年
度
助
成
し
ま
す
。

申
請
手
続
　
県
指
定
医
療
機
関
で

治
療
を
受
け
た
後
に
、
不
妊
治

療
費
助
成
金
支
給
申
請
手
続
を

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
窓
口

健
康
づ
く
り
課
、
母
子
健
康
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
。

◆
健
康
づ
く
り
課
　

3
５
２
８-

０
６
０
１

◆
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
　

3
５
２
５-

２
７
２
２

◆
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー
　

3
５
２
６-

５
７
３
７

◆
大
里
保
健
セ
ン
タ
ー
　

3
０
４
９
３-

３
９-

１
１
１
５

◆
妻
沼
保
健
セ
ン
タ
ー
　

3
５
８
８-

１
５
１
６

◆
江
南
保
健
セ
ン
タ
ー
　

3
５
３
６-

１
５
２
１

県
の
「
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
」

◆
熊
谷
保
健
所
　

3
５
２
３-

２
８
１
１

５
日
間
の
活
動
に
ぜ
ひ
ご
協
力
を
！

市
内
17
校
の
中
学
１
年
生(

ま

た
は
２
年
生)

が
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
一
環
と
し
て
地
域
の
事
業
所

や
店
舗
、
社
会
福
祉
施
設
等
で
５

日
間
の
社
会
体
験
活
動
を
行
い
ま

す
。こ

の
事
業
は
、
中
学
生
が
社
会

体
験
活
動
を
通
し
て
多
く
の
人
々

と
ふ
れ
あ
い
、
学
校
で
は
得
ら
れ

な
い
経
験
を
積
む
こ
と
で
、
豊
か

な
感
性
や
社
会
性
、
自
立
す
る
心

を
養
い
、
た
く
ま
し
く
心
豊
か
に

生
き
る
力
を
育は

ぐ
く

む
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
将
来
、

主
体
的
に
自
己
の
進
路
を
選
択
・

決
定
で
き
る
力
を
身
に
付
け
る
た

め
、
こ
の
体
験
を
通
し
て
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
勤
労
観
、
職
業
観

を
育
て
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て

い
ま
す
。

昨
年
度
も
多
く
の
方
々
の
ご
協

力
に
よ
り
５
日
間
の
社
会
体
験
活

動
を
実
施
し
、
大
き
な
成
果
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

５
日
間
の
体
験
を
通
し
、
仕
事

の
楽
し
さ
や
厳
し
さ
、
働
く
こ
と

の
意
義
を
身
を
も
っ
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

地
域
の
事
業
所
や
店
舗
、
社
会

福
祉
施
設
で
の
体
験
が
子
ど
も
た

ち
の
生
き
る
力
を
育
て
ま
す
。
今

年
度
も
、
生
徒
の
受
入
れ
に
つ
い

て
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
学
校
教
育
課
　
3
内
線
３
９
３

これまでの「ふれあいスクール」｢妻沼あそびの学校」の様子

市では、平成16年度から、「熊谷市子ども地域ふれあい事業」を実施してきました。これは、未来の熊谷
を創る心豊かでたくましい子どもを社会全体で育

はぐく

むため、各小学校区ごとに「ふれあいスクール」や「遊
びの学校」を設け、様々な体験活動などを支援したものです。平成18年度は、延べ約400回開かれ、親子合
わせて約18,000人が参加しました。
市では、この取組みを発展させ、本年度より「熊谷市放課後子ども教室推進事業」に取組んでいます。
これは、昨年度までの事業を踏まえ、放課後や週末に学習やスポーツ、文化活動などの様々な体験活動

や地域住民との交流活動等を支援するものです。
各小学校区ごとのボランティアの皆さんによる活動の企画・運営となります。
それぞれの地域でのご協力をお願いします。 ◆社会教育課　3内線389

もちつき大会(石原小学校区) 親子スナッグゴルフ教室(久下小学校区) 金魚すくい大会(太田小学校区)

熊谷市放課後子ども教室推進事業熊谷市放課後子ども教室推進事業熊谷市放課後子ども教室推進事業熊谷市放課後子ども教室推進事業熊谷市放課後子ども教室推進事業新規事業

都
市
計
画
の
決
定
に

関
す
る
原
案
の
閲
覧

児
童
手
当

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
等
の

発
行
停
止

「
不
妊
治
療
費助

成
事
業
」

キ
ャ
リ
ア
教
育

中
学
生
社
会
体
験
活
動

スーパーマーケットでの社会体験活動



平
成
19
年
４
月
分
の
手
当
か

ら
、
３
歳
未
満
の
児
童
に
対
す
る

児
童
手
当
の
月
額
が
一
律
１
万
円

に
な
り
ま
し
た
。
３
歳
以
上
の
児

童
の
手
当
月
額
は
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
３
歳
未
満
で
あ
っ
て

も
第
３
子
以
降
の
た
め
既
に
月
額

１
万
円
で
受
給
中
の
児
童
の
手
当

月
額
も
１
万
円
の
ま
ま
変
更
あ
り

ま
せ
ん
。
３
歳
の
誕
生
日
の
属
す

る
月
の
分
ま
で
が
１
万
円
で
、
そ

の
翌
月
分
の
手
当
か
ら
５，
０
０

０
円(

第
３
子
以
降
な
ら
１
万
円

の
ま
ま)

と
な
り
ま
す
。

既
に
受
給
中
の
方
に
つ
い
て
は

自
動
的
に
増
額
と
な
る
た
め
、
特

に
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
現
在
手
当
を
受
給
し
て

い
な
い
方
は
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
こ
ど
も
課
　
3
内
線
２
９
２

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
福
祉
課

児
童
の
通
院
お
よ
び
入
院
に
つ

い
て
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
通
院
に
つ
い
て
は
就
学
前

ま
で
の
乳
幼
児
が
対
象
、
入
院
に

つ
い
て
は
平
成
18
年
５
月
診
療
分

ま
で
は
就
学
前
の
乳
幼
児
、
平
成

18
年
６
月
診
療
分
か
ら
は
中
学
校

卒
業
ま
で
の
こ
ど
も
が
対
象
に
な

り
ま
す
。

市
外
等
で
医
療
機
関
に
か
か
っ

た
と
き
に
支
払
っ
た
医
療
費
は
、

後
日
、
銀
行
振
込
み
と
な
り
ま
す

の
で
、
次
の
も
の
を
持
参
し
て
、

受
診
の
翌
月
以
降
に
左
記
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
振
込
は
申
請
月
の
翌
月

25
日
で
す
。

持
参
す
る
も
の

①
印
鑑

②
健
康
保
険
証

③
こ
ど
も(
乳
幼
児)

医
療
費
受
給

資
格
証

④
熊
谷
市
こ
ど
も
医
療
費
支
給
申

請
書(

医
療
機
関
の
証
明
ま
た

は
受
診
者
名
・
保
険
点
数
等
が

確
認
で
き
る
領
収
書
が
必
要)

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
届
出
が
必

要
で
す
。

・
住
所
、
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

・
保
険
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

◆
こ
ど
も
課
　
3
内
線
３
７
２

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
福
祉
課

５
月
11
日(

金)

〜
20
日(

日)

重
点
目
標

子
ど
も
と
高
齢
者
の交

通
事
故
防
止

子
ど
も
や
高
齢
者
が
関
係
す
る

交
通
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、

子
ど
も
や
高
齢
者
へ
の
思
い
や
り

を
持
っ
た
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

交
差
点
で
の
一
時
停
止
遵
守
や

乗
車
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
禁
止

な
ど
、
自
転
車
利
用
の
ル
ー
ル
を

き
ち
ん
と
守
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
歩
道
は
歩
行
者
が
優
先

で
す
。

安
全
な
車
間
距
離
の
確
保

交
通
事
故
の
約
３
割
は
追
突
事

故
で
す
。
自
分
の
身
を
守
る
た
め

に
も
、
走
行
速
度
や
停
止
距
離
を

意
識
し
て
、
安
全
な
車
間
距
離
を

保
ち
ま
し
ょ
う
。

交
差
点
で
の
安
全
確
認
の
徹
底

交
差
点
を
通
る
と
き
は
安
全
を
十

分
に
確
認
し
、
と
び
出
し
や
無
理
な

横
断
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
一
時
停
止
の
交
差
点
で

は
、
自
転
車
も
必
ず
止
ま
り
ま
し

ょ
う
。

◆
安
心
安
全
課
　
3
内
線
２
８
５

平
成
19
年
度
の
固
定
資
産
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
を
５
月
31
日(
木)

ま

で
実
施
し
て
い
ま
す(

土
・
日
曜

日
、
祝
日
は
除
く)

。

詳
し
く
は
、
市
報
３
月
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
資
産
税
課
　
3
内
線
２
５
４

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
総
務
税
務
課

６
月
１
日(

金)

〜
７
日(

木)

水
道
事
業
は
、
皆
さ
ん
が
快
適

に
す
ご
せ
る
よ
う
に
、
安
全
で
安

心
な
給
水
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
震
等
の
災
害
に

強
い
水
道
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

・
全
国
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
水
道
が
　
う
る
お
す
日
々
の

健
や
か
さ
」

◆
営
業
課
3
５
２
０-

４
１
３
２

熊
谷
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
が
、
指
定
の
保
養
施

設
を
利
用(

宿
泊)

す
る
場
合
、
宿

泊
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
　
熊
谷
市
国
民
健
康
保
険
加

入
者
で
国
保
税
を
完
納
し
て
い

る
方(

学
齢
未
満
児
は
対
象
外)

補
助
金
額
　
大
人
３，
０
０
０
円
、

小
人(

小
学
生)

２，
０
０
０
円

(

１
年
度
１
人
１
回)

補
助
を
受
け
る
に
は

①
指
定
保
養
施
設*

に
、
こ
の
補

助
に
よ
る
利
用
で
あ
る
旨
を
伝
え

直
接
宿
泊
予
約
を
し
ま
す
。

*
指
定
保
養
施
設
に
つ
い
て
は
、

保
険
年
金
課
、
各
行
政
セ
ン
タ

ー
市
民
環
境
課
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

②
印
鑑
・
保
険
証
を
持
っ
て
保
険

年
金
課(

市
役
所
１
階)

ま
た
は

各
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
環
境
課

で
申
請
を
し
て
、「
保
養
施
設

宿
泊
利
用
助
成
券
」
の
交
付
を

受
け
ま
す
。

③
利
用
当
日
、
宿
泊
す
る
施
設
に
②

の
助
成
券
を
提
出
す
る
と
、
宿

泊
料
金
か
ら
補
助
金
額
を
差
し

引
い
た
金
額
で
宿
泊
で
き
ま
す
。

◆
保
険
年
金
課
　
3
内
線
２
７
６

６
月
１
日
現
在
で
住
民
票
に
基

づ
き
、
選
挙
人
名
簿
に
定
時
登
録

し
ま
す
。
今
回
登
録
さ
れ
る
の
は

次
の
方
で
す
。

最
近
転
入
さ
れ
た
方

平
成
18
年
12
月
２
日
か
ら
平
成

19
年
３
月
１
日
ま
で
に
住
民
票
が

作
成
さ
れ
、
ま
た
は
転
入
届
出
を

さ
れ
、
引
き
続
き
熊
谷
市
に
住
所

の
あ
る
方
で
、
年
齢
が
20
年
以
上

の
方(

昭
和
62
年
６
月
２
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方)

年
齢
が
満
20
年
に
な
る
方

前
記
以
前
か
ら
熊
谷
市
に
住
所

が
あ
る
方
で
、
平
成
19
年
３
月
２

日
か
ら
平
成
19
年
６
月
１
日
ま
で

の
間
に
満
20
年
に
な
る
方

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

と
き
　
６
月
３
日(

日)

〜
７
日(

木)

と
こ
ろ
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

※
日
曜
日
は
、
市
役
所
地
下
警
備

員
室

◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

3
内
線
３
９
７

熊
谷
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

健
康
管
理
と
疾
病
予
防
を
目
的

に
、
加
入
者
の
基
本
健
康
診
査
、

が
ん
検
診
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド

ッ
ク
検
査
料
の
助
成
を
し
ま
す
。

基
本
健
康
診
査
、
が
ん
検
診

対
象
　
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施

す
る
基
本
健
康
診
査
、
各
種
が

ん
検
診
を
受
け
る
国
保
被
保
険

者
助
成
額
　
料
金
の
全
額

※
健
診
当
日
、
被
保
険
者
証(

保

険
証)

を
持
参
く
だ
さ
い
。

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

対
象
　
満
30
歳
以
上(

申
請
当
日)

の
国
保
被
保
険
者
で
国
保
税
を

完
納
さ
れ
て
い
る
方

助
成
額
　
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ

ク
の
ど
ち
ら
か
を
１
年
度
１
回

３
万
円(

３
万
円
に
満
た
な
い

と
き
は
そ
の
額
ま
で)

助
成
の
方
法

①
希
望
す
る
指
定
医
療
機
関
に
直

接
申
込
み
、
受
検
日
を
予
約
し

ま
す
。

②
印
鑑
・
保
険
証
を
持
っ
て
、
保

険
年
金
課(

市
役
所
１
階)

・
各

行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
環
境
課
に

申
請
し
、
助
成
金
交
付
決
定
通

知
書
を
受
け
取
り
ま
す
。

③
検
診
当
日
、
予
約
し
た
指
定
医

療
機
関
に
②
の
決
定
通
知
書
を

提
出
し
ま
す
と
、
検
査
料
か
ら

助
成
額
を
差
し
引
い
た
金
額
で

受
検
で
き
ま
す
。

※
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
指
定

医
療
機
関
は
、
左
表
の
通
り
で
す
。

◆
保
険
年
金
課
　
3
内
線
２
７
６

対
象
　
自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
非

営
利
団
体

期
間
　
毎
年
５
月
中
旬
〜
11
月
下
旬

業
務
内
容
　
安
全
な
作
業
が
出
来

る
範
囲
で
の
除
草
作
業

作
業
箇
所
　
県
が
管
理
す
る
一
級

1011 市報くまがや　平成19年(2007)５月 市報くまがや　平成19年(2007)５月

あいざわクリニック
あさひクリニック
いのクリニック
えのもとクリニック
大塚医院
岡田医院
かくたクリニック
籠原病院
くぼじまクリニック
熊谷総合病院
熊谷外科病院
熊谷生協病院
熊谷福島病院
熊谷内科小児科たかしの森クリニック
小林医院
小林クリニック
埼玉慈恵病院
しぶや医院
清水内科
たがやクリニック
千島内科クリニック
ティーエムクリニック
藤間病院
長又医院
丹羽クリニック
野口医院
平田クリニック
松井医院
松本医院
村上クリニック
森医院
山崎外科胃腸科
山本内科胃腸科医院
吉田医院
小川赤十字病院
埼玉成恵会病院
東松山市立市民病院
深谷市総合健診センター
堀江病院

桜木町1-195
今井1266-1
箱田1-12-24
中央3-186
大麻生1396
拾六間273
佐谷田1541-1
美土里町3-136
久保島1785-2
中西4-5-1
佐谷田3811-1
上之3854
宮前町1-135-2
上奈良1296
村岡535-1
河原町2-5
石原3-208
大原2-7-10
上之1562-1
銀座1-110
玉井314-3
三ヶ尻48
末広2-137
本石2-240
万吉2205
鎌倉町3
肥塚1427-5
宮町2-60
妻沼1501
新堀128
石原100-1
本町1-24-1
大原1-1-33
本石2-61
比企郡小川町小川1525
東松山市石橋1721
東松山市松山2392
深谷市常盤62-2
太田市高林東町1800

平成19年度　熊谷市国民健康保険　脳ドック助成　指定医療機関

平成19年度　熊谷市国民健康保険　人間ドック助成　指定医療機関
医療機関名 所　在　地 電　話

関東脳神経外科病院
熊谷総合病院
石井クリニック
磯部クリニック
小川赤十字病院
小暮医院
埼玉成恵会病院
東松山市立市民病院

代1120
中西4-5-1
行田市下忍1089-1
深谷市新井926
比企郡小川町小川1525
深谷市中瀬1216
東松山市石橋1721
東松山市松山2392

520-1730
526-2882
528-8300
528-5555
532-3735
533-4666
501-0771
532-6717
533-7511
521-0065
521-4115
524-3841
525-2522
528-2288
536-8888
521-4477
521-0321
522-7022
526-1530
522-4480
530-6446
533-8836
522-0600
521-4565
536-3800
521-1112
526-1171
522-1680
588-0037
533-2691
523-4771
521-0105
521-7371
521-1083

0493-72-2333
0493-23-1221
0493-24-6111
572-2411

0276-38-5110

521-3133
521-0065
555-3519
575-1131

0493-72-2333
587-1262

0493-23-1221
0493-24-6111

医療機関名 所　在　地 電　話

●
熊
谷
市
役
所
3
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１
　
●
江
南
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
８-

５
３
６-

１
５
２
１

標
語
「
税
金
が
　
つ
く
る
こ
の
道
　
こ
の
学
校
」

上
原
依
万
里
さ
ん

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

３
歳
未
満
の
児
童
手
当
の

月
額
が
一
律
１
万
円
に
な

り
ま
し
た

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

第
49
回
水
道
週
間

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
保
の
保
養
施
設
補
助

国
保
加
入
者
の

健(

検)

診
料
助
成

選
挙
人
名
簿
の登

録
と
縦
覧

河
川
の
う
ち
、
熊
谷
市
内
の
星

川
、
忍
川
、
元
荒
川
、
福
川
、

和
田
吉
野
川
、
和
田
川
、
通づ

う

殿ど
の

川が
わ

申
込
み
　
左
記
へ
。

◆
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
治

水
砂
防
担
当3

５
３
３-

８
４
１
６

「
赤
城
山
の
家
」
は
、
１
年
を

通
じ
、
市
内
の
小
・
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
が
林
間
学
校
で
利
用
し

て
い
る
施
設
で
す
。

新
緑
と
ツ
ツ
ジ
に
囲
ま
れ
る
６

月
の
土
・
日
曜
日
は
、
市
民
の
方

に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

な
お
、
施
設
使
用
料
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
学
校
教
育
課
　
3
内
線
３
８
５

法
務
局
で
取
扱
っ
て
い
る
「
供

託
」
の
手
続
き
は
、
自
宅
や
事
務

所
の
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
が
可
能
と
な
り
、
ま
た
、
供

託
金
の
納
付
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
ペ
イ
ジ
ー
マ
ー

ク
の
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
た
電

子
納
付
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

◆
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
熊
谷

支
局
総
務
課3

５
２
４-

８
８
０
５

法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
oj.go.jp/

平
成
19
年
度
か
ら
、
旧
大
里
町

地
域
の
市
街
化
区
域
内
に
所
在
す

る
土
地
お
よ
び
家
屋
に
対
し
て
、

都
市
計
画
税
の
課
税
が
始
ま
り
ま

す
。平

成
19
年
度
の
税
率
は
、
0.1
％

で
す
。

◆
資
産
税
課
　
3
内
線
２
５
４

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
総
務
税
務
課

「
赤
城
山
の
家
」
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

使
用
料

宿
泊

休
憩

４
５
０
円

１
５
０
円

河
川
の
雑
草
刈
払
い
業
務
を

委
託
し
ま
す

供
託
の
新
し
い
制
度

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
・
電
子
納
付

よ
　
い
　
み
　
ず

旧
大
里
町
地
域
に

都
市
計
画
税
の
課
税

納
期
限
＝
５
月
31
日(

木)

●
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税(

１
期)

●
軽
自
動
車
税(

全
期)

※
市
税
の
納
入
は
、
安
全
、

便
利
、
確
実
な
口
座
振
替
の

ご
利
用
を
。

※
納
税
相
談
は
、
随
時
窓
口

で
実
施
中
。

◆
納
税
課
　
3
内
線
２
５
９

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
総
務
税
務
課

納
期
の
お
知
ら
せ(

５
月
分)



工
場
や
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ

る
窒
素
酸
化
物
と
炭
化
水
素
が
、

太
陽
か
ら
の
紫
外
線
に
よ
り
光
化

学
反
応
を
起
こ
し
て
光
化
学
オ
キ

シ
ダ
ン
ト(

主
に
酸
化
性
物
質)
が

生
成
さ
れ
ま
す
。
こ
の
濃
度
が
高

く
な
る
と
、
の
ど
が
痛
く
な
っ
た

り
、
眼
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
し
ま

す
。
こ
れ
が
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と

い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
な
ど

が
発
令
さ
れ
た
と
き
は
、
被
害
を

防
ぐ
た
め
防
災
行
政
無
線
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
平
成
18
年
度
は
、

６
月
か
ら
８
月
ま
で
の
間
に
、
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
が
14
回
発

令
さ
れ
ま
し
た
。

注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
ら

・
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
さ
け
る
。

・
目
や
の
ど
に
刺
激
や
痛
み
を
感

じ
た
ら
、
す
ぐ
に
屋
内
に
入
り

洗
眼
や
う
が
い
な
ど
を
す
る
。

・
身
体
に
異
常
を
感
じ
た
と
き

は
、
医
師
の
診
断
を
受
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
よ
る
被
害

を
受
け
た
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◆
環
境
政
策
課
　
3
内
線
５
４
７

◆
県
大
里
福
祉
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー(
熊
谷
保
健
所)

3
５
２
３-

２
８
１
１

６
月
１
日
、
平
成
19
年
商
業
統

計
調
査
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
卸
売
・
小
売
業

を
営
む
全
事
業
所
が
対
象
に
な
り

ま
す
。
国
・
県
・
市
の
施
策
立
案

の
基
礎
資
料
と
な
る
大
変
重
要
な

調
査
で
す
。

お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容
が
、

統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

５
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
庶
務
課
　
3
内
線
２
２
４

も
う
す
ぐ
米
作
農
家
に
と
っ
て

一
年
で
も
っ
と
も
忙
し
い
季
節
と

な
り
ま
す
が
、
麦
わ
ら
の
処
理
に

あ
た
っ
て
は
焼
却
を
行
わ
ず
、
田

畑
に
す
き
こ
ん
だ
り
、
堆
肥
化
を

図
っ
た
り
す
る
な
ど
、
有
効
な
資

源
と
し
て
活
用
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

特
に
雨
の
後
な
ど
の
湿
っ
た
状

態
で
焼
却
を
行
う
と
、
大
量
の
煙

が
発
生
し
て
付
近
の
交
通
の
妨
げ

と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
近
隣
住

民
に
も
多
大
な
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
力
の

低
下
や
火
災
の
原
因
と
な
る
恐
れ

も
あ
り
ま
す
の
で
、
麦
わ
ら
の
焼

却
に
よ
る
処
分
は
行
わ
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

◆
農
業
振
興
課
　
3
内
線
３
１
６

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

3
内
線
４
０
４

ゴ
ミ
や
廃
油
は
流
さ
な
い

排
水
管
に
生
ゴ
ミ
や
天
ぷ
ら

油
等
の
廃
油
お
よ
び
そ
の
他
の

異
物(

吸
殻
、
ガ
ム
、
ビ
ニ
ー

ル
等)

を
流
す
と
、
管
の
詰
ま

り
や
終
末
処
理
場
の
機
能
低
下

の
原
因
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー

(

生
ゴ
ミ
処
理
機)

単
体
で
の
使

用
は
、
詰
ま
り
等
の
原
因
と
な

る
の
で
、
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

ガ
ソ
リ
ン
等
の
燃
料
は
流
さ
な
い

ガ
ソ
リ
ン
や
ア
ル
コ
ー
ル
等

の
揮
発
性
の
高
い
危
険
物
を
流

す
と
管
の
中
で
爆
発
し
た
り
、

管
を
損
傷
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

無
リ
ン
洗
剤
の
使
用
を

有
リ
ン
洗
剤
は
、
終
末
処
理

場
で
も
完
全
に
処
理
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
無
リ
ン
洗
剤
を
使
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
下
水
道
課
3
５
２
１-

０
５
５
６

家
庭
ご
み
を
構
造
基
準
に
合
わ

な
い
焼
却
炉
や
ド
ラ
ム
缶
等
で
焼

却
し
た
り
、
野
外
焼
却(

野
焼
き)

を
行
う
こ
と
は
、「
埼
玉
県
生
活

環
境
保
全
条
例
」
に
よ
り
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

家
庭
で
の
ご
み
焼
却
は
自
粛

し
、
家
庭
ご
み
は
、
正
し
く
分
別

し
て
、
指
定
日
に
指
定
さ
れ
た
ご

み
集
積
所
へ
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
環
境
政
策
課
　
3
内
線
３
０
３

公
共
下
水
道
は
、
生
活
環
境
の

改
善
、
ま
た
、
身
近
な
川
や
用
水

路
の
汚
れ
を
防
止
す
る
な
ど
、
大

き
な
役
割
を
果
た
す
施
設
で
す
。

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区

域
に
お
住
ま
い
で
、
ま
だ
公
共
下

水
道
へ
の
接
続
が
お
済
み
で
な
い

ご
家
庭
は
、
早
め
に
公
共
下
水
道

へ
接
続
す
る
排
水
設
備
工
事
を
行

う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
排
水
設
備
工
事
に
あ
た

り
、
現
在
使
用
し
て
い
る
排
水
管

の
大
き
さ
や
、
こ
う
配
が
法
令
の

基
準
に
適
合
し
て
い
る
場
合
は
、

一
部
そ
の
施
設
を
使
用
す
る
こ
と

が
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
は
、
市
の
指
定

を
受
け
た
下
水
道
排
水
設
備
指
定

工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
下
水
道
課
3
５
２
１-

０
５
５
６

最
近
「
市
か
ら
委
託
さ
れ
た
」

「
市
か
ら
来
た
」
と
市
か
ら
の
委

託
を
装
い
、
個
人
の
宅
地
内
の
排

水
設
備
清
掃
で
各
家
庭
を
訪
問
し

て
い
る
業
者
が
い
る
と
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
個
人
の
宅
地
内
の
排

水
設
備
の
清
掃
委
託
等
は
し
て
い

ま
せ
ん
。

疑
わ
し
い
場
合
は
、
会
社
名
な

ど
本
人
の
身
分
を
確
認
し
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◆
下
水
道
課
3
５
２
１-

０
５
５
６

次
の
場
合
に
、
市
は
設
置
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

・
自
己
の
居
住
の
た
め
の
住
宅
に

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

場
合

・
単
独
処
理
浄
化
槽
あ
る
い
は
汲く

み

取と
り

ト
イ
レ
を
合
併
処
理
浄
化
槽

に
転
換
す
る
場
合

補
助
対
象
に
な
る
浄
化
槽

合
併
処
理
浄
化
槽
機
能
保
証
制

度
に
基
づ
い
た
保
証
登
録
の
あ
る

浄
化
槽
で
、
処
理
対
象
人
数
が
５

人
以
上
10
人
以
下
の
も
の

補
助
金
額

・
新
設
の
場
合

浄
化
槽
設
置
費
と
し
て
、
人

槽
に
か
か
わ
ら
ず
１
基
当
た
り

１
２
０，
０
０
０
円

・
単
独
処
理
浄
化
槽
あ
る
い
は
汲

取
ト
イ
レ
を
合
併
処
理
浄
化
槽

に
転
換
す
る
場
合

①
浄
化
槽
設
置
費

５
人
槽

３
３
２，
０
０
０
円

６
〜
７
人
槽４

１
４，
０
０
０
円

８
〜
10
人
槽５

４
８，
０
０
０
円

②
単
独
処
理
浄
化
槽
あ
る
い
は

汲
取
便
槽
の
処
分
費

１
基
当
た
り
６
０，
０
０
０
円

補
助
対
象
に
な
る
区
域

公
共
下
水
道
事
業
計
画
認
可
区

域
、
農
業
集
落
排
水
事
業
計
画

(

予
定)

区
域
な
ど
を
除
く
区
域

補
助
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

・
浄
化
槽
の
設
置
届
出
ま
た
は
建

築
確
認
を
受
け
ず
に
設
置
し
た

場
合

・
住
宅
な
ど
を
借
り
て
い
る
方

で
、
賃
貸
人
の
承
諾
が
得
ら
れ

な
い
場
合

※
補
助
制
度
を
利
用
す
る
場
合

は
、
工
事
着
工
前
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
環
境
衛
生
課
　
3
内
線
３
５
８

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
環
境
課

自
動
列
車
制
御
装
置
の
更
新
に

伴
う
、
地
上
設
備
お
よ
び
車
両
性

能
等
の
基
礎
デ
ー
タ
収
集
の
た

め
、
営
業
に
供
す
る
列
車
の
運
転

が
終
了
後
、
現
有
車
両
の
列
車
速

度
を
段
階
的
に
設
定
し
て
夜
間
走

行(

１
往
復
／
日)

を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
沿
線
の
皆
さ

ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

試
験
用
列
車
の
走
行
日
お
よ
び
通

過
予
定
時
間
等

※
当
日
の
列
車
運
行
状
況
や
試
験

の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
に
よ
り
時
刻
が
若

干
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

夜
間
列
車
走
行
速
度

概
ね
時
速
１
０
０
〜
２
４
０
km

(

営
業
時
間
帯
の
列
車
速
度
以
下

で
走
行
し
ま
す
。）

◆
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

高
崎
支
社
総
務
部
企
画
室

3
０
２
７-

３
２
０-

７
１
２
８

労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
組
合

法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
使
用
者
の

行
為(

不
当
労
働
行
為)
の
有
無
に

つ
い
て
、
労
働
組
合
等
か
ら
の
申

立
て
に
よ
っ
て
判
断
を
し
ま
す
。

ま
た
、
労
働
者
と
使
用
者(
会

社
等)

と
の
間
に
紛
争
が
あ
り
、

自
主
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
、
中
立
・
公
正
な
立
場

で
、
あ
っ
せ
ん
等
に
よ
り
紛
争
を

円
満
に
解
決
す
る
た
め
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

◆
埼
玉
労
働
委
員
会
事
務
局

3
０
４
８-

８
３
０-

６
４
６
５
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●
熊
谷
市
役
所
3
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１
　
●
江
南
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
８-

５
３
６-

１
５
２
１

標
語
「
輝
か
し
い
　
明
る
い
未
来
に
　
た
く
す
税
」

三
木
彩
加
さ
ん
　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に

気
を
つ
け
て

平
成
19
年
商
業
統
計
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す

家
庭
で
の
ご
み
焼
却
は

自
粛
し
て
く
だ
さ
い

麦
わ
ら
は

燃
や
さ
ず
有
効
利
用
を

公
共
下
水
道
の

正
し
い
使
い
方

不
審
な
業
者
に
ご
注
意
を

公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る

排
水
設
備
工
事
は
お
早
め
に

用語解説
ng：ナノグラムと読み、ナノとは10億分の1を示しま
す。
TEQ：毒性等価換算濃度（Toxic Equivalents)の略で、
多くのダイオキシンの中から、最も毒性の強いダイ
オキシン類を１と換算して表した濃度を示します。
m3N：ノルマル立方メートルと読み、気体は温度や圧
力により体積が変化するので、０℃、１気圧に換算
した状態をＮで表現したもので、そのときの気体の
体積を示します。

◆大里広域市町村圏組合立
熊谷衛生センター　3532-2021
江南清掃センター　3536-5745

ダイオキシン類の測定結果

第１工場

第２工場

１号炉
２号炉
１号炉
２号炉

0.0012
0.00065
0.014
0.00070

測　定　施　設 濃　　度

濃度の単位：ng-TEQ/m3N

濃度の単位：ng-TEQ/m3N

１号炉
２号炉

0.0071
0.0012

測　定　施　設 濃　　度

熊谷衛生センターの排ガスに含まれるダイ
オキシン類を測定(平成18年11・12月実施)し
たところ、次のとおりでした。

江南清掃センターの排ガスに含まれるダイ
オキシン類を測定(平成18年11月実施)したと
ころ次のとおりでした。

※国の排出基準は、平成14年12月１日から熊谷衛
生センター第１工場と江南清掃センターは１ng-
TEQ/m3N、熊谷衛生センター第２工場は５ng-
TEQ/m3N以下です。

トマトの新しい葉が黄色くなって縮
み、正常な実がつかなくなる、トマト
黄化葉巻病が発生しています。
この病気は、タバココナジラミ類と

いう小さな虫によって広がり、一度病気
になったら回復することはありません。
この病気が広がらないように、農家

の方はもちろん、家庭菜園でトマトを
栽培している方は次のことに注意してく
ださい。

◆農業振興課　3内線315
◆大里農林振興センター　3526－2210

トマト黄化葉巻病の
発生に注意してください

①病気の株を見つけたら、速やかに
抜き取り、土に埋めるか、ビニー
ルに入れて密封し、完全に枯れて
から処分してください。
②コナジラミ類は雑草でも増えるの
で、畑の周辺も除草してください。
③収穫の終わったトマトは、病気の
もとになるので、速やかに片づけ
ましょう。

浄
化
槽
補
助
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

上
越
新
幹
線(

大
宮
〜
熊
谷

間)

試
験
に
伴
う
列
車
夜
間

走
行
に
つ
い
て
の
お
願
い

走
行
月
日

線
別
駅
間
時
間

５
月
８
日(

火)

　
　
20
日(

日)

　
　
25
日(

金)

６
月
５
日(

火)

(

予
備
日)

５
月
27
日(

日)

上越新幹線上下線

大宮　　熊谷

1：00～4：10

→←

労
働
委
員
会
制
度

トマト・ミニトマトを栽培している皆さんへ

た
い
　
ひ
　
か



こ
れ
か
ら
は
、
あ
き
地
な
ど
の

雑
草
が
繁
茂
す
る
時
期
で
す
。

土
地
の
管
理
を
怠
る
と
、
蚊
や

ハ
エ
な
ど
の
衛
生
害
虫
の
発
生
、

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
原
因
に
な

り
、
地
域
の
生
活
環
境
が
損
な
わ

れ
ま
す
。

土
地
の
所
有
者
や
管
理
者
は
、

責
任
を
持
っ
て
適
切
な
維
持
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
除
草
な
ど
の
処
理
が
で
き
な
い

で
お
困
り
の
方
に
は
、
業
者
を

紹
介
し
ま
す
。

◆
環
境
衛
生
課
　
3
内
線
３
０
５

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
環
境
課

次
の
こ
と
を
守
っ
て

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

・
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
る(

犬
の
散
歩

で
出
た
フ
ン
も
持
ち
帰
る)

・
犬
を
く
さ
り
か
ら
放
さ
な
い

・
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
乗
り
入
れ
な
い

・
花
火
な
ど
火
気
を
使
用
し
な
い

・
夜
遅
く
ま
で
、
大
き
な
声
を
出

し
た
り
し
な
い

・
砂
場
は
き
れ
い
に
使
う

そ
の
他
、
近
く
の
家
や
他
の
利

用
者
に
迷
惑
を
か
け
る
行
為
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

※
遊
具
等
の
不
具
合
に
気
付
い
た

ら
す
ぐ
に
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
公
園
緑
地
課
　
3
内
線
３
４
８

メ
モ
リ
ア
ル
彩
雲
は
、
備
え
付

け
の
祭
壇
で
十
分
な
葬
儀
が
行
え

る
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
部
に
葬
儀
が
華
美

に
な
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

葬
儀
等
を
行
う
場
合
、
そ
の
費

用
内
訳
は
大
き
く
分
け
る
と
、
①

葬
儀
料
②
会
葬
者
へ
の
返
礼
品

代
、
仕
出
し
等
の
飲
食
代
金
③
寺

へ
の
支
払
い
④
施
設
使
用
料
な
ど

に
な
り
ま
す
。

葬
儀
を
依
頼
す
る
と
き
に
留
意

し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
を
受
け

る
こ
と
と
、
確
認
を
す
る
こ
と
で
す
。

メ
モ
リ
ア
ル
彩
雲
は
、
備
え
付

け
の
祭
壇
で
、
簡
素
な
中
に
も
心

の
こ
も
っ
た
葬
儀
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
施
設
で
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
メ
モ
リ
ア
ル
彩
雲

3
５
２
１-

０
０
２
１

守
ろ
う
人
間
の
尊
さ
を

赤
十
字
は
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
活
動
資
金(

社
資)

に
よ
り
、

災
害
救
護
活
動
等
様
々
な
人
道
的

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
年

も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
熊

谷
市
地
区(

福
祉
課)3

内
線
５
０
９

集
合
注
射
期
間
中(

４
月
６
日

〜
26
日)

に
、
生
後
３
か
月
以
上

の
飼
い
犬
に
注
射
を
受
け
さ
せ
ら

れ
な
か
っ
た
場
合
、
必
ず
最
寄
り

の
動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録
や
死
亡
・
変
更

◆
環
境
衛
生
課
　
3
内
線
３
０
５

◆
各
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
環
境
課

犬
に
関
す
る
相
談
・
問
合
せ

◆
熊
谷
保
健
所
生
活
衛
生
薬
事
担
当

3
５
２
３-

２
８
１
１

建
築
主
は
、
建
物
な
ど
の
完
成

時
に
、
そ
の
日
か
ら
４
日
以
内
に

「
完
了
検
査
」
の
申
請
を
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

検
査
の
結
果
、
建
築
基
準
法
等

に
適
合
し
て
い
る
場
合
は
、
建
築

主
に
「
検
査
済
証
」
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

ま
た
現
在
、
建
築
中
で
検
査
を

受
け
て
い
な
い
建
物
な
ど
に
つ
い

て
、
建
築
確
認
申
請
に
記
載
さ
れ

た
「
工
事
完
了
予
定
年
月
日
」
を

参
考
に
「
完
了
検
査
」
申
請
の
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
建
築
物
の
床
面
積
に
応
じ
て
手

数
料
が
か
か
り
ま
す
。

◆
開
発
指
導
課
　
3
内
線
４
６
３

市
で
は
、
住
宅
の
簡
易
耐
震
診

断(

図
面
に
よ
る
診
断
で
現
地
調

査
は
行
い
ま
せ
ん)

を
無
料
で
行

っ
て
い
ま
す
。

対
象
　
昭
和
56
年
以
前
に
在
来
工

法
で
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
を

所
有
し
、
か
つ
居
住
し
て
い
る
方

※
診
断
の
際
に
は
建
築
確
認
通
知

書
ま
た
は
建
物
の
図
面
等
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
詳
し

い
耐
震
診
断
を
行
う
場
合
に

は
、
診
断
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
市
の
職
員
を
装
っ
た
業
者
の
訪

問
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
開
発
指
導
課
　
3
内
線
４
６
３

中
退
共
制
度
の
特
色

・
中
小
企
業
の
た
め
の
国
の
退
職

金
制
度
な
の
で
安
全
・
確
実
・

有
利
で
す
。

・
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移

行
先
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
も
加
入

で
き
ま
す
。

・
掛
金
は
税
法
上
、
全
額
非
課
税

に
な
り
ま
す
。

・
過
去
の
勤
務
期
間
通
算
や
企
業

間
を
転
職
し
た
場
合
に
通
算
が

で
き
ま
す
。

・
掛
金
は
、
預
金
口
座
か
ら
振
り

替
え
ま
す
。
退
職
金
は
直
接
退

職
者
に
支
払
い
ま
す
の
で
、
管

理
が
簡
単
で
す
。

◆
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職

金
共
済
機
構

3
０
３-

３
４
３
６-

０
１
５
１

水
田
等
へ
の
か
ん
が
い
の
た

め
、
６
月
上
旬(

苗
代
用
水
を
５

月
上
旬)

、
農
業
用
取
水
堰せ

き(

六
堰)

か
ら
市
内
を
流
れ
る
農
業
用
水
路

へ
、
通
水
が
始
ま
り
ま
す
。

予
定
用
水
路

奈
良
堰
幹
線
用
水
路
、
玉
井
堰

幹
線
用
水
路
、
大
麻
生
堰
幹
線

用
水
路
、成
田
堰
幹
線
用
水
路
、

吉
見
堰
幹
線
用
水
路
、
御
正
堰

幹
線
用
水
路
、
荒
川
左
岸
幹
線

用
水
路

◆
大
里
用
水
土
地
改
良
区

3
５
２
１-

０
４
３
３

基
本
料
金

駐
車
時
間
30
分
ま
で
ご
と

１
５
０
円

４
時
間
超
か
ら
当
日
夜
24
時
ま
で

１，
２
０
０
円(

１
日
料
金)

営
業
時
間
　
７
時
〜
24
時

※
24
時
か
ら
翌
日
７
時
ま
で
は
出

庫
で
き
ま
せ
ん
。

回
数
券
お
よ
び
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

回
数
券
お
よ
び
プ
リ
ペ
イ
ド
カ

ー
ド
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
お

得
で
す
。

３，
７
５
０
円
分
の
回
数
券(

一

組
25
枚)

お
よ
び
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
が
２，
５
０
０
円
で
ご

購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

回
数
券
は
ご
利
用
時
間
に
合
わ

せ
た
便
利
な
『
バ
ラ
売
り
』
も

し
て
い
ま
す
。

出
口
右
側
「
管
理
人
室
」
ま
た

は
商
業
観
光
課(

市
役
所
７
階)

で
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

定
期
駐
車
料
金

１
か
月
に
つ
き
１
台

１
２，
０
０
０
円

◆
市
営
本
町
駐
車
場

本
町
一
丁
目
１
７
４
番
地

3
５
２
７-

６
０
０
６

◆
商
業
観
光
課
　
3
内
線
３
０
９

本
市
に
隣
接
す
る
深
谷
市
折
之

口
地
内
に
お
い
て
、
株
式
会
社
ク

リ
ー
ン
テ
ッ
ク
サ
ー
マ
ル
か
ら
産

業
廃
棄
物
処
理
施
設
設
置
許
可
申

請
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
縦

覧
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
に

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
県
廃
棄
物
指
導
課

3
０
４
８-

８
３
０-

３
１
２
１

◆
県
北
部
環
境
管
理
事
務
所
　

3
５
２
３-

２
８
０
０

◆
廃
棄
物
対
策
課
3
内
線
３
２
７
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●
熊
谷
市
役
所
3
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１
　
●
江
南
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
８-

５
３
６-

１
５
２
１

『
譲
っ
て
ほ
し
い
・
譲
り
ま
す
コ
ー
ナ
ー
』
登
録
受
付
中
　
▼
詳
細
は
熊
谷
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
　
◆
市
民
活
動
推
進
課
　
3
内
線
２
８
６

農
業
用
水
の
通
水
が

開
始
さ
れ
ま
す

建
物
の
完
成
時
に
は

工
事
完
了
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

わ
が
家
の
耐
震
診
断

市
営
本
町
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

メ
モ
リ
ア
ル
彩
雲
を
ご
利

用
の
際
は
簡
素
な
中
に
も

心
の
こ
も
っ
た
ご
葬
儀
を

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

(

中
退
共
制
度)

に
加
入
し
て

従
業
員
の
退
職
金
の
準
備
を

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

設
置
許
可
申
請
書
等
の
縦
覧

あ
な
た
の
土
地
は

管
理
が
十
分
で
す
か

狂
犬
病
予
防
注
射
は

お
済
で
す
か
？

５
月
は

赤
十
字
運
動
月
間
で
す

別
府
荘

3
５
３
２-

２
０
２
０

上
之
荘

3
５
２
５-

６
９
６
４

※
別
府
荘
、
上
之
荘
の
利
用
に

あ
た
り
ま
し
て
は
、
市
内
循
環

バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な

お
、
20
人
以
上
の
団
体
で
送
迎

バ
ス
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
直
接
施
設
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

ひ
か
わ
荘
3
５
８
８-

２
６
０
０

江
南
荘

3
５
３
６-

５
６
０
０

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

５
月
の

　
休
所
日

６
月
の

　
休
所
日

開
所
時
間

入
浴
時
間

１
日(

火)

、
６
日(

日)

、

７
日(

月)

、
８
日(

火)

、

９
日(

水)

、
　
日(

火)

22
日(

火)

、
29
日(

火)

、

５
日(

火)

、
　
日(

火)

、

　
日(

火)

、
26
日(

火)

９
時
〜
　
時

　
時
〜
　
時 15

19

12
16

10

15

５
月
の

　
休
所
日

６
月
の

　
休
所
日

開
所
時
間

入
浴
時
間

３
日(

木･

祝)

、
４
日(

金･

祝)

、

５
日(

土･

祝)

、
７
日(

月)

、

　
日(

月)

、
21
日(

月)

、

28
日(

月)

４
日(

月)

、
11
日(

月)

、

18
日(

月)

、
25
日(

月)

９
時
〜
16
時

(

ひ
か
わ
荘)

　
時
〜
　
時
30
分

(

江
南
荘)

　
時
30
分
〜
　
時

14

10

15

10

16

公
園
はみ

ん
な
の
も
の
で
す

［アグリパーク］
［物産センター］

物産センター
５月26日(土)・27日(日) 感謝セール　全品５％引き

3567-1212 開設時間　10:00～18:00 ５月９日(水)休館
3588-0090 開設時間 ９:30～18:00 休館なし

個性豊かな花色を見せてくれるバラ。
道の駅めぬま・めぬまアグリパークではお

よそ300種1000株以上のみごとなバラが咲き
誇ります。バラ園の見ごろは、５月中旬より。

と　き 催し・講習会 内　容・費　用

大抽選会・フリーマーケット

雑貨・衣類等のフリーマーケット

①ハンギング・②寄せ植え
費用：3,000円(昼食または軽食付き)

さつき盆栽展示

5/3(木･祝)～6(日)
10：00～16：00
5/13(日)
9：00～17：00
5/19(土)
①10：30～②14：00～

6/1(金)～3(日)

道の駅めぬま
６周年記念イベント

フリーマーケット

ガーデニング
講習会
妻沼さつき盆栽会
花季展示会

弥藤吾720

４/26(木)～５/８(火)

５/10(木)～22(火)

５/26(土)14：00～16：00

と　き 内　　容
ギャラリーピースふぁいぶるクラブ　陶芸作品展

ギャラリー清田拓郎作品展

昔あそび　ベーゴマ、シャボン玉、スポーツ吹き矢で遊ぼう

宮本町254(上熊谷駅隣)
3524-1722 水曜日休館

【東コース】月・木曜日　【西コース】火・金曜日
ごみ袋…透明袋・半透明袋(レジ袋も可)
※薄くて破れやすい袋は使用しないでください。

※車両火災を防ぐために
内容物(ガス)が残っているスプレーカン・カートリッジ
ボンベが収集車の中で発火する事故が『不燃ごみの日』
に頻発しています。スプレーカン・カートリッジボン
ベは『ビンの日』に収集しますので、使いきってから
穴をあけ、ビンとは別にして透明袋で出してください。
※有害ごみ(蛍光管、乾電池、カガミ、体温計)は、市役所
(地下入口横)、行政センター、登録された自治会館や地
区集会所などに設置してある回収箱へ出してください。

市内を５つの区域に分けて、それぞれ決まった曜日(毎
週１回)に収集します。
※お住まいの区域の収集日が何曜日に該当するのかは
「熊谷市くらしのカレンダー」30ページで確認できます
のでご覧ください。

3524－7121
30493－39－4802
3588－9988
3536－1521

◆
◆
◆
◆

環 境 美 化 セ ン タ ー
大里行政センター市民環境課
妻沼行政センター市民環境課
江南行政センター市民環境課

資源物(カン)
資源物(ビン)
資源物(ペットボトル)
不燃ごみ

種　　類 収　集　日
５/２(水)、５/30(水)
５/９(水)、６/６(水)
５/16(水)、６/13(水)
５/23(水)、６/20(水)

燃えるごみの収集日

燃えないものの収集日

資源物(紙類)と粗大ごみの収集日

決められた日に、８時30分までに出してください。

道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま

まちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがや



費
用
　
３
０
０
円

定
員
　
50
人

申
込
み
　
当
日
、
星
渓
園
で
受
付

(

15
時
30
分
ま
で)

◆
江
南
文
化
財
セ
ン
タ
ー

3
５
３
６-

５
０
６
２

と
き
　
５
月
26
日(

土)

10
時
〜
15
時

と
こ
ろ
　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

(

肥
塚
１
１
２
５
番
地)

内
容
　
マ
ン
ガ
・
文
庫
・
そ
の
他

の
本
な
ど
を
20
円
〜
50
円
で
、

リ
サ
イ
ク
ル
ジ
ー
ン
ズ
な
ど
を

１
０
０
円
〜
３
０
０
円
で
販
売

し
ま
す
。

◆
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

3
５
２
４-

７
１
２
１

と
き
　
５
月
19
日(

土)
・
20
日(

日)

と
こ
ろ
　
八
木
橋
百
貨
店
カ
ト
レ

ア
ホ
ー
ル(

８
階)

・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ひ
ろ
ば

※
市
民
・
事
業
者
・
市
の
共
同
に

よ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま

す(

入
場
無
料)

。

◆
環
境
政
策
課
　
3
内
線
４
０
９

わ
く
わ
く
野
あ
そ
び
隊

「
鳥
の
紙
ひ
こ
う
き
を
と
ば
そ
う
」

と
き
　
５
月
20
日(

日)

10
時
〜
12
時(

雨
天
中
止
）

費
用
　
大
人
３
０
０
円

小
学
生
以
下
１
０
０
円

環
境
を
ま
も
る
＆
自
然
観
察
会

「
外
来
生
物
バ
ス
タ
ー
ズ
」

と
き
　
①
５
月
12
日(

土)

②
５
月
19
日(

土)

と
も
に
９
時
30
分
〜
12
時

(

雨
天
中
止)

費
用
　
大
人
２
０
０
円

小
学
生
以
下
１
０
０
円
　

持
ち
物
　
軍
手
、
タ
オ
ル
な
ど

各
イ
ベ
ン
ト
共
通

と
こ
ろ
　
荒
川
大
麻
生
公
園

(

自
由
広
場
駐
車
場
に
集
合
）

定
員
　
30
人(

先
着
順)

申
込
み
　
開
催
前
日
ま
で
に
電
話

で
左
記
へ
。

◆(

財)

埼
玉
県
生
態
系
保
護
協
会

3
０
４
８-

６
４
５-

０
５
７
０

と
き
　
５
月
27
日(

日)

９
時
〜
半
日
程
度(

小
雨
決
行)

龍
泉
寺(

三
ヶ
尻)

境
内
集
合

費
用
　
２
０
０
円(

保
険
料
ほ
か)

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
観
察
指
導
員

埼
玉
北
部
埼
玉
観
察
グ
ル
ー
プ

3
０
９
０-
３
１
４
４-

１
５
９
２

(

宮
下)

熊
谷
に
住
む
外
国
人
の
方
々

が
、
思
い
思
い
に
お
し
ゃ
べ
り
す

る
場
で
す
。
日
本
人
の
方
も
参
加

で
き
ま
す
。

と
き
　
５
月
10
日(

木)

10
時
〜
14
時

６
月
14
日(

木)

10
時
〜
14
時

※
昼
食
が
必
要
な
方
は
、
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
　
緑
化
セ
ン
タ
ー
和
室

◆
広
報
広
聴
課
　
3
内
線
２
２
０

と
き
　
６
月
２
日(

土)

・
３
日(

日)

10
時
〜
15
時

と
こ
ろ
　
商
工
会
館
２
階
大
ホ
ー
ル

※
熊
谷
染
・
友
禅
ハ
ン
カ
チ
が
１
日

先
着
50
人
無
料
体
験
で
き
ま
す
。

◆
熊
谷
捺
染
振
興
協
同
組
合

(

大
久
保)

3
５
２
３-

８
３
２
４

と
き
　
６
月
９
日(

土)

16
時
〜

と
こ
ろ
　
熊
谷
文
化
創
造
館
さ
く

ら
め
い
と

出
演
　
ロ
ス
イ
ン
デ
ィ
オ
ス
＆
シ

ル
ビ
ア

入
場
料
　
全
席
自
由
２，
５
０
０
円

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.k
ag
o
h
ara-

shoren.com
/

◆
篭
原
商
店
街
連
合
会
事
務
局

3
５
３
３-

７
０
６
７

と
き
　
５
月
20
日(

日)

10
時
〜
14
時(

雨
天
中
止)

と
こ
ろ
　
中
央
公
園

内
容
　
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
、
模
擬

店
な
ど

◆
熊
谷
市
学
童
保
育
連
絡
協
議
会

(

し
い
の
み
学
童
ク
ラ
ブ)

3
５
２
４-

６
２
０
２

と
き
　
６
月
10
日(

日)

10
時
〜
20
時
こ
ろ

と
こ
ろ
　
彩
の
国
く
ま
が
や
ド
ー

ム
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園
内

内
容
　
金
美
齢
氏
に
よ
る
講
演

会
『
日
本
の
こ
れ
か
ら
を
、
自

ら
「
創
る
」』、「
大
宮
ア
ル
デ

ィ
ー
ジ
ャ
」
の
指
導
協
力
に
よ

る
サ
ッ
カ
ー
教
室(

要
事
前
予

約)

、
そ
の
他
市
民
・
子
ど
も

た
ち
を
対
象
と
し
た
多
数
の
催

し
◆
社
団
法
人
熊
谷
青
年
会
議
所

3
５
２
４-

０
４
４
０

対
象
　
一
般
市
民

と
き
　
５
月
12
日
〜
７
月
７
日

毎
週
土
曜
日(

全
９
回)

12
時
50
分
〜
14
時
20
分

と
こ
ろ
　
立
正
大
学
熊
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
６
号
館
２
階
６
２
０
１
教
室

テ
ー
マ
　
や
さ
し
さ
再
発
見

定
員
　
先
着
２
０
０
人

受
講
料
　
無
料

申
込
期
限
　
５
月
10
日(

木)

◆
立
正
大
学
社
会
福
祉
学
部

3
５
３
６-

１
３
２
８

と
き
　
６
月
７
日(

木)

・
８
日(

金)

の
２
日
間
　
９
時
〜
17
時

と
こ
ろ
　
江
南
総
合
文
化
会
館
ピ

ピ
ア

申
込
期
間
　
５
月
７
日(

月)

〜
18

日(

金)(

土
・
日
曜
日
を
除
く)

９
時
〜
17
時

申
込
場
所
　
熊
谷
消
防
署
、
中
央

消
防
署
お
よ
び
妻
沼
消
防
署

用
意
す
る
も
の
　
写
真
２
枚(

縦

３
cm
×
横
2.4
cm)

証
明
用
で
６

か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、

無
背
景
の
も
の(

申
込
時
使
用)

費
用
　
４，
６
０
０
円(

申
込
時
に

納
入)

定
員
　
先
着
１
３
０
人

◆
熊
谷
市
消
防
本
部
予
防
課

3
５
２
２-

９
９
９
１

子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
に

対
象
　
60
歳
以
上
で
健
康
な
方

と
こ
ろ
　
勤
労
会
館
ほ
か

定
員
　
25
人(

抽
選)

申
込
み
　
５
月
25
日(

金)

ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

左
記
へ
。

◆(

社)

熊
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
3
５
２
４-

２
８
１
０

〒
３
６
０-

０
８
１
６

石
原
１
４
０
１-

５

と
き
　
６
月
６
日(

水)

10
時
〜
13
時
30
分

と
こ
ろ
　
熊
谷
中
央
公
民
館
料

理
教
室

費
用
　
２，
０
０
０
円

(

熊
谷
市
国
際
交
流
協
会
会
員

は
、
１，
０
０
０
円)

定
員
　
20
人(

抽
選)

申
込
み

５
月
25
日(

金)

ま
で

に
、
ハ
ガ
キ(

１
人
１
通)

に
教

室
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名(

ふ
り
が
な)

・
年
齢
・
電
話

番
号
・
会
員
の
方
は
会
員
と
明

記
し
、
左
記
へ
。

◆
広
報
広
聴
課
　
3
内
線
２
２
０

と
き
　
６
月
15
日
〜
７
月
27
日
の

金
曜
日(

全
６
回
・
７
月
20
日

除
く)

19
時
〜
20
時
30
分

と
こ
ろ
　
緑
化
セ
ン
タ
ー

定
員
　
25
人(

抽
選)

講
師
　
外
国
人

費
用
　
３，
０
０
０
円

(

国
際
交
流
協
会
会
員
は
２，
０

０
０
円)

申
込
み
　
６
月
１
日(

金)

ま
で
に
、

ハ
ガ
キ(

１
人
１
通)

に
教
室

名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

(

ふ
り
が
な)

・
年
齢
・
電
話
番

号
・
会
員
の
方
は
会
員
と
明
記

し
、
左
記
へ
。

◆
広
報
広
聴
課
　
3
内
線
２
２
０

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
女
性

と
き
　
６
月
11
日
・
18
日
、
７
月

２
日
の
月
曜
日(

全
３
回)

14
時
〜
15
時

と
こ
ろ
　
熊
谷
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル

参
加
費
　
５
０
０
円(

保
険
料
等)

定
員
　
先
着
50
人

申
込
み
　
５
月
７
日(

月)

〜
６
月

５
日(

火)

に
参
加
費
を
添
え
て

市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
事

務
局(

保
健
体
育
課
内)

ま
た
は

教
育
委
員
会
各
事
務
所
へ
。

◆
保
健
体
育
課
　
3
内
線
３
９
１

対
象
　
一
般
男
女

と
き
　
５
月
28
日
〜
６
月
25
日

毎
週
月
曜
日(

全
５
回)

10
時
〜
12
時

と
こ
ろ
　
熊
谷
中
央
公
民
館
実

習
室

参
加
費
　
１，
０
０
０
円(

保
険
料
等)

定
員
　
先
着
30
人

申
込
み
　
５
月
７
日(

月)

〜
参
加

費
を
添
え
て
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
協
会
事
務
局(

保
健
体
育

課
内)

ま
た
は
教
育
委
員
会
各

事
務
所
へ
。

◆
保
健
体
育
課
　
3
内
線
３
９
１

対
象
　
一
般
男
女

と
き
　
６
月
２
日
〜
23
日
　
毎
週

土
曜
日(

全
４
回)

13
時
〜
16
時

と
こ
ろ
　
熊
谷
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル

参
加
費
　
１，
０
０
０
円(

保
険
料
等)

定
員
　
先
着
30
人

申
込
み
　
５
月
７
日(

月)

〜
参
加

費
を
添
え
て
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
協
会
事
務
局(

保
健
体
育

課
内)

ま
た
は
教
育
委
員
会
各

事
務
所
へ
。

◆
保
健
体
育
課
　
3
内
線
３
９
１

と
き
　
６
月
13
日(

水)

14
時
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ
　
勤
労
会
館
会
議
室

テ
ー
マ
　
第
１
回
　
投
資
セ
ン
ス

ア
ッ
プ
講
座(

初
心
者
か
ら
べ

テ
ラ
ン
に
ま
で
、
や
さ
し
い
解

説
と
質
疑
応
答)

※
毎
月
第
２
水
曜
日
開
催(

全
７

回)

講
師
　
内
田
美
穂
氏(

野
村
證
券)

ほ
か

定
員
　
先
着
30
人

費
用
　
無
料

申
込
み
　
電
話
で
左
記
へ
。

◆
勤
労
会
館
3
５
２
４-

５
０
０
７

と
き
　
６
月
14
日(

木)

・
15
日

(

金)

・
22
日(

金)

・
28
日(

木)

・

29
日(

金)

、
７
月
６
日(

金)

の

全
６
日
間
　

18
時
15
分
〜
20
時
15
分(

初
日

の
み
18
時
５
分
〜)

と
こ
ろ
　
勤
労
会
館

内
容
・
労
働
基
準
法(

５
日
間)

・
働
く
人
の
た
め
の
ワ
イ
ド
講
座

改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

◆
県
北
部
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

3
５
２
３-

２
８
１
７

◆
商
業
観
光
課
　
3
内
線
４
９
９
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催
　
し

催
　
し

催
　
し

催
　
し

催
　
し

講
　
習

講
　
習

講
　
習

講
　
習

講
　
習

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

と
き

５
／
20(

日)

13
時
〜
16
時

立
礼
席

関
口
宗
京
氏

(

裏
千
家)

と
こ
ろ

講
師(

流
派)

と　き内容

講
習
会

保
育
実
習

６/６～７/11
毎週水曜日(全５回)
10：00～16：00

７/３(火)～6日(金)
9：00～14：00
※４日間中
　２日間を選択

シ
ル
バ
ー
さ
ん
の

お
勉
強
会

世
界
の
料
理「

ベ
ト
ナ
ム
編
」

初
級
英
会
話
教
室

民
踊
初
心
者
講
習
会

フ
ラ
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

現
代
舞
踊
初
心
者
講
習
会

証
券
学
習
セ
ミ
ナ
ー

平
成
19
年
度
　
立
正
大
学

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
公
開
講
座

熊
谷
地
区
労
働
セ
ミ
ナ
ー

く
ま
が
や
エ
コ
ラ
イ
フ

フ
ェ
ア
２
０
０
７
の
開
催

観
音
山
初
夏
の
自
然
観
察
会

参
加
者
募
集

第
７
回
か
ご
は
ら
光
の
散
歩
み
ち

福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
公
演

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

お
し
ゃ
べ
り
ひ
ろ
ば

第
13
回
学
童
っ
子
ま
つ
り

第
47
回
熊
谷
捺な

っ

染せ
ん

作
品

発
表
展
示
会

(

社)

日
本
青
年
会
議
所

第
37
回
埼
玉
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
大
会

荒
川
大
麻
生
公
園

自
然
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト リサイクルフェア世界の料理教室

星せ
い

渓け
い

園え
ん

で
楽
し
い
お
茶
会



対
象
　
勤
労
意
欲
の
あ
る
60
歳
以

上
の
方
で
全
日
参
加
で
き
る
方

(

パ
ソ
コ
ン
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
用
意
で
き
な
い
場
合
は
左

記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

と
き
　
６
月
４
日(

月)
・
５
日

(

火)

・
７
日(

木)

・
11
日(

月)
・
12

日(

火)

の
全
５
日
間

10
時
〜
15
時

と
こ
ろ
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

講
習
室
ほ
か

定
員
　
20
人(

抽
選)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
５
月
31
日(

木)

ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
左
記
へ
。

◆(

社)

熊
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
3
５
２
４-

２
８
１
０

〒
３
６
０-

０
８
１
６

石
原
１
４
０
１-

５

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
児
童
館

で
働
く
学
童
保
育
の
指
導
員
を
募

集
し
ま
す
。

資
格
　
車
通
勤
可
能
な
子
ど
も
好

き
の
方
で
、
教
員
・
保
育
士
等

の
有
資
格
者
ま
た
は
子
育
て
経

験
者
。
年
齢
20
歳
か
ら
55
歳
ま

で(

平
成
19
年
４
月
１
日
現
在)

。

報
酬
　
１
２
８，
１
０
０
円

勤
務
時
間
　
週
29
時
間(

週
５
日

勤
務)

勤
務
場
所
　
市
内
小
学
校
の
児
童

ク
ラ
ブ
ま
た
は
児
童
館

募
集
人
員
　
若
干
名

選
考
方
法
　
面
接
に
よ
る

申
込
方
法
　
保
育
課(

市
役
所
２

階)

で
配
布
す
る
申
込
書
と
学

童
保
育
に
関
す
る
８
０
０
字
程

度
の
作
文
を
直
接
本
人
が
同
課

に
提
出

申
込
期
間
　
５
月
28
日(

月)

〜
６

月
１
日(
金)

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
保
育
課
　
3
内
線
２
９
６

募
集
職
種
　
介
護
保
険
事
業
の
認

定
調
査
員

応
募
資
格
　
次
の
要
件
の
す
べ
て

を
満
た
す
方

①
介
護
支
援
専
門
員
、
看
護
師
、

保
健
師
、
介
護
福
祉
士
、
社
会

福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を

有
す
る
方

※
認
定
調
査
経
験
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん
。

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
の
あ
る
方

③
昭
和
22
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方

募
集
期
間
　
５
月
７
日(

月)

〜
６

月
８
日(

金)(

土
、
日
曜
日
除
く

８
時
30
分
〜
17
時)

募
集
人
員
　
若
干
名

採
用
予
定
日
　
８
月
１
日

※
応
募
方
法
、
勤
務
条
件
等
に
つ

い
て
は
左
記
へ
。

◆
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
介
護

保
険
課

3
５
０
１-

１
３
３
０

対
象
　
市
内
に
住
む
15
歳
以
上
の

健
康
な
方(

中
学
生
は
除
く)

と
き
　
６
月
９
日(

土)

９
時
〜
16
時

雨
天
の
場
合
は
10
日(

日)

と
こ
ろ
　
妻
沼
グ
ラ
イ
ダ
ー
滑
空
場

費
用
　
１，
０
０
０
円(

保
険
料
等)

定
員
　
15
人(

多
数
の
場
合
は
抽

選
・
１
世
帯
１
人
に
限
る)

申
込
み
　
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
５
月
25
日(

金)(

消
印

有
効)

ま
で
に
、
左
記
へ
。

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
産
業
課

〒
３
６
０-
０
２
９
２

弥
藤
吾
２
４
５
０

市
立
の
小
・
中
学
校
、
高
等
学

校
の
児
童
・
生
徒
が
、
乳
幼
児
や

そ
の
保
護
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通

し
、
命
の
大
切
さ
を
感
じ
と
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

対
象
　
６
か
月
か
ら
２
歳
く
ら
い

の
乳
幼
児
お
よ
び
そ
の
保
護
者

と
き
　
事
業
開
催
校
の
希
望
に
よ

り
ま
す
。
１
回
１
時
間
程
度

(

10
時
〜
12
時
の
間)

と
こ
ろ
　
事
業
開
催
校
内

※
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
に

は
、
後
日
、
開
催
校
や
開
催
日

等
を
連
絡
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
随
時
受
付

応
募
方
法
　
電
話
で
左
記
へ
。

◆
社
会
教
育
課
　
3
内
線
３
８
９

団
塊
の
世
代
の
人
た
ち
が
第
ニ

の
人
生
を
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
の

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
事
業
を

行
う
市
民
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
限
　
６
月
29
日(

金)

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市

報
４
月
号
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
政
策
調
査
課
　
3
内
線
３
６
９

今
年
も
、
熊
谷
市
を
楽
し
く
活

気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、

市
民
の
皆
さ
ん(

市
内
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
、
団
体
、
企
業
等)

か
ら
、
次
の
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

①
「
あ
つ
い
ぞ
！
熊
谷
」
冠
エ
ン

ト
リ
ー
事
業

募
集
期
限
　
５
月
18
日(

金)

②
「
あ
つ
い
ぞ
！
熊
谷
」
Ｕ-

18
少

年
熱
中
大
使
事
業(

随
時
募
集)

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市

報
４
月
号
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
政
策
調
査
課
　
3
内
線
３
６
９

歌
会
始
の
お
題
と
詠
進
歌
の
要

領
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
お
題
を

詠
ん
だ
自
作
の
短
歌
で
一
人
一
首
、

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
宛

先
は
「
〒
１
０
０-

８
１
１
１
　
宮

内
庁
」
ま
で
。
締
切
り
は
９
月
30

日(

日)

で
す
。
詳
し
く
は
宮
内
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.kun

aicho.go.jp/)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
秘
書
課
　
3
内
線
２
０
４

対
象
　
県
管
理
の
河
川
清
掃
を
行
っ

て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

支
援
内
容
　
ゴ
ミ
等
の
回
収
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入
、
軍

手
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
の
支
給

◆
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所

3
５
３
３-

８
７
７
８

◆
河
川
課

3
内
線
３
５
５

応
募
資
格
「
荒
川
市
民
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
」
の
活
動
を
無
報
酬
で
行
っ
て

い
た
だ
け
る
満
20
歳
以
上
の
方

活
動
内
容
　
日
常
生
活
で
、
荒
川

を
訪
れ
て
気
づ
い
た
意
見
・
要

望
を
左
記
へ
連
絡
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
特
別
な
義
務
や
権

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

任
期
　
委
嘱
さ
れ
た
日
〜
平
成
20

年
３
月
31
日

◆
国
土
交
通
省
荒
川
上
流
河
川
事

務
所
管
理
課

3
０
４
９-

２
４
６-

６
３
６
４

対
象
　
高
校
生
以
上

と
き
　
５
月
９
日(

水)

〜
平
成
20

年
３
月
28
日(

金)

の
毎
週
水
・

木
・
金
曜
日(

屋
外
プ
ー
ル
使

用
期
間
は
、
水
曜
日
の
み
開

講)

計
１
１
８
日

費
用
　
１，
５
０
０
円(

傷
害
保
険

料)

と
屋
内
プ
ー
ル
利
用
券
等

(

講
習
料
は
、
無
料)

申
込
み
　
受
講
日
の
３
日
前（
土
、

日
曜
日
・
祝
日
は
除
く)

ま
で

に
左
記
へ
。

◆
熊
谷
運
動
公
園
屋
内
プ
ー
ル
事

務
室

3
５
３
３-

９
１
０
０

対
象
　
県
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
勤
労
者

と
き
　
６
月
９
日
〜
７
月
14
日
の

土
曜
日(

全
６
回)

19
時
〜
20
時
30
分

と
こ
ろ
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

(

体
育
セ
ン
タ
ー)

内
容
　
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ダ
ン
シ
ン

グ
に
よ
る
健
康
づ
く
り

定
員
　
先
着
25
人

受
講
料
　
２，
０
０
０
円

申
込
み
　
５
月
10
日(

木)

９
時
か

ら
電
話
で
左
記
へ
。

◆
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

3
５
２
３-

３
１
２
２

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
各
団
に

て
随
時
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
心
・
体
・

友
情
を
、
有
資
格
者
の
も
と
で
楽

し
く
育は

ぐ
く

み
ま
し
ょ
う
。

◆
保
健
体
育
課
　
3
内
線
３
９
１

と
き
　
６
月
９
日(

土)

日
帰
り(

バ
ス)

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
小
学
５
年
〜
一
般
男
女

(

小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴)

定
員
　
先
着
40
人

参
加
費
　
８，
０
０
０
円(

交
通
費

・
保
険
料
等)

た
だ
し
、
中
学

生
以
下
は
７，
０
０
０
円

﹇
説
明
会
﹈

と
き
　
５
月
26
日(

土)

19
時
〜
21
時

と
こ
ろ
　
熊
谷
文
化
創
造
館
さ
く

ら
め
い
と

※
必
ず
説
明
会
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
　
５
月
７
日(

月)

〜
23
日

（
水)

に
費
用
を
添
え
て
市
体

育
協
会(

市
民
体
育
館
内)

ま
た

は
保
健
体
育
課
、
教
育
委
員
会

各
事
務
所
へ
。

◆
市
体
育
協
会3

５
２
５-

６
４
６
３

対
象
　
県
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
勤
労
者

と
き
　
６
月
６
日
〜
８
月
１
日
の

水
曜
日(

全
９
回)

19
時
〜
20
時
30
分

と
こ
ろ
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

(

体
育
セ
ン
タ
ー)

内
容
　
初
級
者
、
中
級
者
向
け

定
員
　
先
着
20
人

受
講
料
　
２，
０
０
０
円

用
意
す
る
も
の
　
ラ
ケ
ッ
ト
、
上

履
用
運
動
靴

申
込
み
　
５
月
７
日(

月)

９
時
か

ら
電
話
で
左
記
へ
。

◆
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

3
５
２
３-

３
１
２
２
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●大里行政センター30493-39-0311 ●妻沼行政センター3048-588-1321 ●江南行政センター3048-536-1521 ●熊谷市役所3048-524-1111 〒360-8601 宮町2丁目47-1

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

募
　
集

募
　
集

募
　
集

募
　
集

募
　
集

熊
谷
運
動
公
園
屋
内
プ
ー
ル
「
ア
ク
ア
ピ
ア
」
定
期
利
用
券
、
回
数
券
発
売
中
　
◆
熊
谷
運
動
公
園
屋
内
プ
ー
ル
事
務
室
　
3
５
３
３-

９
１
０
０

シ
ル
バ
ー
さ
ん
の

一
般
事
務
補
助
研
修

児
童
ク
ラ
ブ
嘱
託
職
員
・

児
童
館
嘱
託
職
員
の
募
集

『
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い

体
験
事
業
』
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
力
者
募
集

大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合

嘱
託
職
員
募
集

市
民
グ
ラ
イ
ダ
ー
搭
乗
会

参
加
者
募
集

レ
ッ
ツ
・
ビ
ギ
ン

飛
び
出
せ
！
定
年
事
業

「
あ
つ
い
ぞ
！
熊
谷
」

ま
ち
づ
く
り
事
業

平
成
20
年
の
歌
会
始
の

お
題
は
「
火
」

水
辺
の
里
親
募
集

荒
川
市
民
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

隊
員
募
集

ら
く
ら
く
山
登
り
講
習
会

〜
瑞み

ず

牆が
き

山や
ま(

奥
秩
父)

〜

卓
球
講
習
会

ダ
イ
エ
ッ
ト
ダ
ン
サ
サ
イ
ズ

(

前
期)

講
習
会

熊
谷
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
募
集

水
中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室



体
力
ア
ッ
プ
教
室

〜
楽
し
く
過
ご
そ
う

あ
な
た
の
老
後
〜

対
象
　
65
歳
以
上
の
市
民

※
介
護
保
険
で
、
要
支
援
・
要
介

護
と
認
定
さ
れ
て
い
な
い
方

●各種相談 お気軽にご利用ください。（秘密厳守・無料）

弁護士

税理士

行政相談委員

司法書士
土地家屋調査士
行政書士
宅地建物取引主任者
建築士

消費生活相談員

中小企業診断士

人権擁護委員

生活相談員・市職員

※相談時間は、午前中は12時まで、午後は13時からです。

コミュニティセンター
大里コミュニティセンター
妻沼行政センター（２階）
江南勤労福祉センター

5月はお休みです
５/11(金)

５/18(金)

５/25(金)

結婚相談員 13：00～16：00

社会福祉協議会熊谷支所3521-2735

〃　　　大里支所30493-39-0471

〃　　　　妻沼支所3588-2888

〃　　　　江南支所3536-7310

毎
月
第
3
金
曜
日
は
「
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る
日
」、
毎
月
第
3
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」
で
す
。

（注１）5月の行政書士相談は、在留資格についてです。

月～金曜日、第1・3土曜日
（祝日を除く）

5 /18（金）

5 /25（金）・6 /22（金）　

5 / 9（水）・16（水）
6 /13（水）・20（水）

●教育上の悩み・不安について
　電話教育相談教育研究所　
　3524-1111　内線383
●ひとりで悩まないで相談しませんか
　子どもスマイルネット（県）　
　3048-822-7007
●非行・家庭内暴力・犯罪・いじめなど
　毎週火・金曜日　9：00～16：00
　北部少年サポートセンター熊谷相談室
　（埼玉県警）　
　3524-4016

●子育て・青少年に関する悩みごと、児童虐待について
・子どもあんしんダイヤル　
 3527-2700（家庭児童相談室直通）
　　心理カウンセラー（臨床心理士）による相談日
　　5月25日（金）・6月22日（金）
　　9：00～16：00（要予約）
・熊谷児童相談所（県）　3521-4152
●いま、いじめで悩んでいる君へ
　教育110番　3525-7830（直通）
●不登校に関する悩みごと
　さくら教室電話相談（月曜日休）3523-1570（直通）

◆男女共同参画推進センター「ハートピア」相談室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3599-0015

電話・面接相談

弁護士による相談
（要予約）
臨床心理士による相談
（要予約）
保健師による相談
（要予約）

09：00～17：15

13：30～15：00

09：00～16：00

13：30～15：30

相　談　名 　　　　　　相　談　日 　　　　 時　　間

北部地域創造センター
　　　　 　　　3522-6506

　　　〃　 　　3521-7300

消費生活支援センター熊谷
　　　　　　　3524-0999
北部産業労働センター
　　　　　　　3523-2817
さいたま地方法務局熊谷支局
　　　　 　　　3524-8805

弁護士
県民相談員
交通事故相談員

消費生活相談員

弁護士

人権擁護委員

第１・３水曜日（祝日を除く）
月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　〃

　　　　　〃

第１～４金曜日（祝日を除く）

毎週水曜日（祝日を除く）

13：00～16：00（要予約）
9：00～16：00

　 〃

9：30～16：00

10：00～12：00
　（要予約）

9：00～16：00

埼玉県北部地域創造センター
　（県熊谷地方庁舎内）

埼玉県消費生活支援センター熊谷

埼玉県北部産業労働センター
　（県熊谷地方庁舎内）

さいたま地方法務局熊谷支局

憲法記念無料
法律相談 弁護士 ５/12(土) 10：00～13：00

(受付は12：30まで) 商工会館大ホール 弁護士会熊谷支部3521-0844

特許情報活用支援
アドバイザー ５/11(金) 13：00～17：00 埼玉県産業技術総合センター

北部研究所（末広2-133）
知的財産総合支援センター埼玉
　　　　　　3048-647-4245

相　談　名

法 律

税 務

行 政

登 記

行政書士（注1）
不 動 産
住 宅

消 費 生 活

金融よろず相談
(中小企業向け)

特 設 人 権

生 活 相 談

相　談　員 相　談　日
５/17(木)・31(木)
６/７(木)
５/10(木)・24(木)
６/14(木)

５/10(木)・６/14(木)

５/16(水)・６/20(水)

５/10(木)・６/１(金)

５/17(木)・６/１(金)

５/２(水)・６/１(金)

５/14(月)・６/11(月)

５/７(月)・６/４(月)
５/15(火)・６/19(火)
５/22(火)・６/26(火)
毎週月・火・水・金曜日
(木・祝日を除く）

５/11(金)・６/１(金)

６/１（金）
５/10（木）６/１（金）
６/１（金）
６/１（金）
５/23（水）
６/13（水）

時　　間

13：00～16：00
（要予約）

13：00～16：00

0
9：00～12：00

10：00～16：00

13：00～16：00
09：00～12：00
13：00～16：00
0

9：30～16：00

13：00～16：00
(要予約)

13：30～16：30
13:30～16:30

場　　　　　所 問　　合　　せ

市民相談室(市役所1階)

妻沼行政センター(2階)

市民相談室(市役所1階)

市民相談室(市役所1階)

大里コミュニティセンター

妻沼行政センター(2階)

江南勤労福祉センター

市民相談室 (市役所1階 )

大里コミュニティセンター
商工会館　　　　　　　
めぬま農業研修センター
江南勤労福祉センター
上中条集会所（上中条1414-1）
今井集会所（今井 1395）

市民相談室
　3524-1111 内線460・461
妻沼行政センタ－総務税務課
　3588-1321 内線305
市民相談室
　3524-1111 内線460・461
市民相談室
　3524-1111 内線460・461
大里行政センタ－総務税務課
　30493-39-0311
妻沼行政センタ－総務税務課
　3588-1321 内線305
江南行政センター総務税務課
　3536-1521 内線162

市民相談室
　3524-1111 内線460・461

　〃　　　　 内線283

商業観光課
　3524-1111 内線467

人権政策課
　3524-1111 内線356

人権政策課
　3524-1111 内線262

子どもの電話相談子どもの電話相談

結　婚　相　談

法　　　 律（県)

県 民 相 談（県)
交通事故相談（県)

消費生活相談（県)

労 働 相 談（県)

常 設 人 権（国)

特許・商標相談会（県

　配偶者からの暴力(ＤＶ)を中心に、暴力被害に伴う夫婦

間の問題など、男女共同参画社会の実現を阻む要因となる

問題の悩みをお聞きし、いっしょに考えます。

男女共同参画推進センター相談のご案内

10：00～15：00

暮らしの
アドバイス
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と
き
　
６
月
５
日(

火)

・
26
日(

火)

、

７
月
17
日(

火)

、
８
月
７
日

(

火)

・
28
日(

火)

、
９
月
11
日(

火)

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
三
尻
公
民
館

内
容
　
寝
た
き
り
や
認
知
症
を
予

防
す
る
た
め
の
体
操
を
行
い
ま

す
。「
体
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
食
事(

予
定)

」
等
の
講
話
を

し
ま
す
。
６
回
コ
ー
ス

定
員
　
先
着
30
人

持
ち
物
　
運
動
の
で
き
る
支
度
、

上
履
き
用
運
動
靴
、
飲
み
物

（
水
筒
ま
た
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
）、
タ
オ
ル

申
込
み
　
５
月
７
日(

月)

か
ら
電

話
で
左
記
へ
。

◆
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

５
月
の
乳
幼
児
ポ
リ
オ

（
小
児
マ
ヒ)

予
防
接
種

実
施
医
療
機
関
　
「
熊
谷
市
く
ら

し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
個
別
予

防
接
種
実
施
医
療
機
関
一
覧
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
　
５
月
14
日(

月)

〜
26

日(

土)

標
準
的
な
対
象
者

(

１
回
目)

平
成
18
年
10
月
〜
平

成
19
年
１
月
生
ま
れ

(

２
回
目)

平
成
18
年
６
月
〜
９

月
生
ま
れ

右
記
対
象
者
以
外
の
方
で
も
、

２
回
の
接
種
が
終
了
し
て
い
な
い

生
後
３
か
月
〜
７
歳
６
か
月
未
満

の
方
も
接
種
で
き
ま
す
。

◆
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

◆
大
里
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
妻
沼
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
江
南
保
健
セ
ン
タ
ー

歯
の
相
談
室

と
き
　
６
月
３
日(

日)

９
時
30
分
〜
12
時
30
分

と
こ
ろ
　
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

費
用
　
無
料

内
容
　
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、
フ

ッ
素
無
料
塗
布
、
歯
の
健
康
相

談
な
ど

※
歯
の
健
康
相
談
は
ど
な
た
で
も

受
け
ら
れ
ま
す
。

主
催
　(

社)

熊
谷
市
歯
科
医
師
会
　

◆
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

歯
科
訪
問
診
療

家
庭
や
施
設
な
ど
に
、
歯
科
医

師
や
歯
科
衛
生
士
が
訪
問
し
、
治

療
や
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
熊
谷
市
歯
科
医
師
会
が
実

施
す
る
も
の
で
、
市
も
支
援
し
て

い
ま
す
。

対
象
　
家
庭
や
施
設
な
ど
で
療
養

し
て
い
て
通
院
が
困
難
な
方

で
、
歯
科
医
師
が
「
歯
科
訪
問

診
療
」
を
必
要
と
認
め
た
方

診
療
内
容
　
む
し
歯
治
療
、
入
れ

歯
の
装
着
や
修
理
、
歯
周
疾
患

治
療
、
口
腔
衛
生
指
導
な
ど

（
体
調
を
重
視
し
ま
す
の
で
、

希
望
ど
お
り
に
な
ら
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。)

利
用
料
　
訪
問
１
回
に
つ
き
交
通

費
１，
０
０
０
円
と
歯
科
訪
問

診
療
に
要
し
た
費
用
の
額
に
、

各
医
療
保
険
制
度
等
で
定
め
た

一
部
負
担
金
等
の
割
合
を
乗
じ

た
額

◆
熊
谷
市
歯
科
医
師
会

3
５
９
９-

２
３
２
３(

９
時
〜
13
時
）

◆
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

８
０
２
０(

ハ
チ
マ
ル
二
イ
マ
ル)

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

対
象
　
市
内
在
住
の
80
歳
以
上

（
平
成
19
年
10
月
１
日
現
在
）

で
、
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ

る
健
康
な
方

と
き
　
７
月
８
日(

日)

９
時
〜
12
時

と
こ
ろ
　
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
表
彰
と
記
念
品
贈
呈

主
催
　(

社)

熊
谷
市
歯
科
医
師
会

申
込
み
　
電
話
で
左
記
へ
。

◆
熊
谷
市
歯
科
医
師
会

3
５
９
９-

２
３
２
３(

９
時
〜
13
時
）

◆
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

助
産
師
や
保
健
師
を
装
っ
た

訪
問
販
売
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●
５
月
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５
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日(

金)
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時
〜
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時
　
と
こ
ろ
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役
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１
階
ロ
ビ
ー

◆
健
康
づ
く
り
課

熊谷保健センター 3０４８-５２６-５７３７
〒360-0014 箱田1-2-39

大里保健センター 3０４９３-３９-１１１５
〒369-0107 向谷373-1

妻沼保健センター 3０４８-５８８-１５１６
〒360-0292 弥藤吾2441-1

江南保健センター 3０４８-５３６-１５２１
〒360-0192 江南中央1-1

母子健康センター 3０４８-５２５-２７２２
〒360-0812 大原1-5-36

在宅ケアセンター 3０４８-５２６-１２５６
〒360-0812 大原1-5-36

●熊谷市休日・夜間急患診療所　（所在地：大原1ー5ー36）

休日診療　診療日　5/3・4・5・6・13・20・27　6/3・10・17・24

◎内科・小児科　3525－2720

受付時間９：00～ 11：00
　　　　13：00～ 15：00

診療時間９：00～ 12：00
　 　　　13：00～ 16：00

◎歯科　3525－2721

受付時間９：00～ 11：00
診療時間９：00～ 12：00

夜 間 診 療
(診療日毎日)

◎内科・小児科　3525－2720 受付時間 19：00～ 21：30
診療時間 19：30～ 22：00

熊谷市休日・夜間急患診療所
(母子健康センターに併設)

●

●

●

●問合せ
健康づくり課　
3０４８-５２８-０６０１
〒360-0014 箱田1-2-39

こ
う
く
う



まずこの病気の典型的な例をご紹介します。
Ａ子さんはいつもと同じように満員の通勤電車に乗って

いました。
ところがこの日の朝、急に得体の知れない恐怖感を感じ

たのです。
その後、しばらくはこんな恐怖感がこみ上げてくること

もなく、通勤していたのですが、ある朝、満員電車の中で
身動きができなくなったＡ子さんの目の前で、電車のドア
が閉まった瞬間、激しい恐怖感に襲われました。

心臓がバクバクするような激しい動
どう

悸
き

と痛み、さらに、
立っていられないほどの強いめまいに襲われました。
「このまま死んでしまうのでは！？」と思うほどの恐怖

に、やっとの思いで次の駅で電車を降り、救急車を呼んで
もらいました。
救急車の中でだんだん落ち着き、病院に着いたころは、

さっきまでの症状はウソのように消えてしまいました。
念のため心電図を取り、頭部ＣＴ検査も受けたのですが、
何の異常もありませんでした。
しかし、激しい発作に襲われたＡ子さんには納得のいか

ない検査結果でした。
その後も、電車の中で同じ発作に度々襲われるようにな

り、Ａ子さんは乗り物に強い恐怖感をいだくようになって
しまったのです。
現在Ａ子さんはすぐに降りられる各駅停車でしか通勤で

きず、出張も飛行機を利用することができません。
このように①パニック発作（激しい動悸やめまい）②空

間恐怖（逃げ場の無い空間の恐怖感）③予期不安(また再び
発作が起きるのではないかという不安)と身体的に何も異常
ないことから「パニック障害」と診断されます。
原因としては、過労やストレスが強く関係しているとい

われています。
治療としては、まずパニック発作を止めることが大事です。
即効性のあるベンゾジアゼピン系抗不安薬で発作のコン

トロールをします。
次に、強い不安感が続きますので、この治療のためにＳ

ＳＲＩなどの抗うつ薬で脳内のセロトニンという神経伝物
質が不足しているケースが多いのでセロトニンを増やして
やる必要があります。
予期不安の治療は、ゆっくり時間をかけて治療していく

必要があります。
通常３～６か月間かかります。
症状が消失した後も、安定した状態を維持するために、

半年から１年、服薬をします。
専門医から適切な治療を受けることで「パニック障害」

は必ず治ります。
熊谷市医師会　坂本　守

2223 市報くまがや　平成19年(2007)５月 市報くまがや　平成19年(2007)５月

■成人健(検)診事業
※健(検)診は各地区保健センターともに同じ内容になっていますので、お住まいのある各地区保健センターでの
　受診をお願いします。

※基本健康診査につきましては、前年度もしくは前々年度に受診された方および4月1日現在で40歳の方にご案内します。
※通知の届かなかった方で受診を希望される方は、電話またはハガキで各地区保健センターへ申込みください。

事　　業 対　象　者 実　施　日 実施場所 費　　用

基本健康診査

肺がん検診

大腸がん検診

40歳以上で、職場等での
健(検)診機会のない市民
※肝炎ウイルス検査：
４月１日現在、40歳の方
※前立腺がん検診：
　50歳以上の男性

毎週月・火・木曜日

７月・８月に予定し
ていますので、詳細
は市報６月号でお知
らせします。

熊谷保健センター

大里保健センター

妻沼保健センター

江南保健センター

基本健診：1,300円
肝炎ウイルス検査：700円
前立腺がん検診：900円
肺がん検診：無料
(必要により喀たん検査：500円)

大腸がん検診：500円

かく

事　　業 対　象　者 実　施　日 実施場所 費　　用

事　　業 対　象　者 実　施　日 実施場所 費　　用

事　　業 対　象　者 実　施　日 実施場所 費　　用

事　　業 内　　容 実　施　日　時

事　　業 対象者 内　　容

乳がん検診
40歳以上で、平成19年4月
1日現在、偶数年齢の女性
市民(２年に１回受診)
子宮がん検診
20歳以上で、平成19年4月
1日現在、偶数年齢の女性
市民(２年に１回受診)

熊谷保健センター

大里保健センター

江南保健センター

乳がん検診
1,800円（40～49歳）
1,000円（50歳以上）
子宮がん検診
600円

乳がん検診

子宮がん検診

（頸部）
けい

毎週金曜日

5／１(火)・14(月)

5／２(水)・９(水)・
10(木)

※受診を希望される方は、電話またはハガキでお住まいのある各地区保健センターへ申込みください。
※大里・江南保健センターから問診票が届いた方は、申込み手続きが不要です。
※平成19年度の検診対象ではない方で、平成18年度に受診できなかった方は受診できますので、各地区保健センターへ申込みください。

胃がん検診
40歳以上で、職場等での
検診機会のない市民

毎週月・金曜日

７月に予定していま
すので、詳細は市報
６月号でお知らせし
ます。

熊谷保健センター

大里保健センター

妻沼保健センター

江南保健センター

900円

※受診を希望される方は、電話またはハガキでお住まいのある各地区保健センターへ申込みください。
※大里・妻沼・江南保健センターでは、平成19年度から胃がん検診は単独検診になり、大腸がん検診は基本健康診査と合わせて実施
　することになりました。そのため、検便は基本健康診査時にお持ちいただくことになりました。

歯科健康診査 市　民 6／13(水)（申込制）熊谷保健センター
無料（歯の撮影をする
場合は200円）

■相談・教室等

健康相談

血圧測定
保健師による健康相談
栄養士による栄養相談

血圧測定
保健師による健康相談

6／6(水)・13(水）
　20(水)・27(水)
※栄養相談は要予約

6／ 1(金)
6／ 8(金)
6／12(火)
6／14(木)

10：00～11：00

熊谷保健センター
大里保健センター
妻沼保健センター
江南保健センター
上之荘
別府荘
ひかわ荘
江南荘

女性健康相談

心の健康相談

骨の健康教室

ミニサロン

女性市民

本人および
家族

20歳以上
65歳未満
の女性市民

心の病気で
通院中の市民

骨密度測定
結果説明
(医師・栄養士に
よる講話）

保健師による健康相談
臨床心理士・保健
師による相談

6／8(金)

6／13(水)・27(水）

測定：6／19(火)

　　　　 20(水)

説明：6／27(水)

6／12(火)

熊谷保健センター

歯科衛生士による歯科
指導・仲間との交流会

実施場所

実施場所実　施　日　時

14：00～15：00

９：45～11：30
電話で申込みください。

10：00～11：30
電話で申込みください。

9：00～11：00
電話で５月21日(月)
から申込みください。
(申込時に測定日を決めます）

14：00～15：30

江南保健センター

■熊谷保健センター　3０４８-５２６-５７３７　■大里保健センター　3０４９３-３９-１１１５
■妻沼保健センター　3０４８-５８８-１５１６　■江南保健センター　3０４８-５３６-１５２１■母子保健事業

※乳幼児健診の該当者には通知します。　※妻沼地区の乳幼児健診については７月の実施になります。

事　　業 対象地区 対　象　者　等 実　施　日　時 実　施　場　所

乳児健診

1歳6か月児健診

平成19年1月1日～15日生まれの乳児

平成19年1月・2月生まれの乳児

平成19年1月・2月生まれの乳児

平成19年1月16日～31日生まれの乳児

平成17年11月1日～15日生まれの幼児

平成17年11月16日～30日生まれの幼児

13：30～
　14：00受付

13：30～
　14：00受付

13：30～
　14：00受付

10：00～
　　　12：00

９：00～
　　　17：00

10：30～
　 11：30

受付
　12：45～
講義
　13：00～
　　16：00頃

9：30受付

6/12(火)

6/１(金)

6/８(金)

6/５(火)

6/11(月)

6/７(木)
21(木)
28(木)

6/５(火)
12(火)
19(火)
26(火)

6/１(金)
８(金)
11(月)
22(金)
29(金)

15(金)

26(火)

28(木)

20(水)

27(水)

22(金)

27(水)

母子健康センター

母子健康センター

大里保健センター

大里保健センター

大里保健センター

母子健康センター

大里保健センター

妻沼保健センター

妻沼保健センター

妻沼保健センター

妻沼保健センター

江南保健センター

平成17年11月・12月生まれの幼児

３歳児健診

ママパパ教室

平成15年12月1日～15日生まれの幼児

平成15年12月16日～31日生まれの幼児

平成15年12月・平成16年1月生まれの幼児

いきいきママの
子育て教室

わくわくひろば
開放日

なかよくあそぼう会

熊谷地区

熊谷地区

大里地区

大里地区

熊谷地区

大里地区

全　　域

全　　域

全　　域

全　　域

江南地区

平成18年9月～11月生まれの第1子を持つ
母親を対象に離乳食や歯の講話、絵本の
読み聞かせ等
※5月14日(月)から電話で申込み。先着15組

市民の方で初妊婦と夫を対象に妊娠中お
よび出産・育児についての準備講座で1コ
ース3日間です。
※妊婦さんの体調の良い時であればいつ
　でも参加できます。
※電話で申込み。先着15組
※持ち物：母子健康手帳、筆記用具

乳幼児を対象にロビーを遊び場として開
放します。

乳幼児を対象とした母子愛育班による
あそびの会

■母子健康センター　3０４８-５２５-２７２２　■大里保健センター　3０４９３-３９-１１１５
■妻沼保健センター　3０４８-５８８-１５１６　■江南保健センター　3０４８-５３６-１５２１

健 康 ナ ビ健 康 ナ ビ健 康 ナ ビ健 康 ナ ビ健 康ナビ健 康ナビ健 康ナビ
パニック障害

●
夜
間
急
患
診
療(

毎
日)

内
科
・
小
児
科
　
3
５
２
５-

２
７
２
０
　
受
付
時
間
19
時
〜
21
時
30
分
・
診
療
時
間
19
時
30
分
〜
22
時



対象　０～６歳程度
とき　毎週木曜日
15：30～16：00
ところ　おはなし室

対象　小学生
とき　５月12日(土)、６月２日(土)
14：00～14：30
ところ　おはなし室
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図書館 http：//www.kumagayalib.jp/
［携帯対応］ http：//www.kumagayalib.jp/mobile/

3525-4551・FAX525-4552
〒360-0036 桜木町2-33-2熊谷図書館

24市報くまがや　平成19年(2007)５月

６月４日(月)～11日(月)は蔵書点検のため４図書館とも休館します

〔５月の休館日〕毎週月曜日、1日(火)、11日(金)
〔６月の休館日〕毎週月曜日、第1金曜日、5日(火)～10日(日)

3588-6878・FAX588-6054
〒360-0202 妻沼東1-1妻沼図書館 〔５月の休館日〕毎週月曜日、3日(木・祝)、4日(金・祝)、5日(土・祝)、31日(木)

〔６月の休館日〕毎週月曜日、5日(火)～10日(日)、29日(金)

3536-6303・FAX536-6377
〒360-0107 千代325-1江南図書館 〔５月の休館日〕毎週月曜日、第2金曜日、1日(火)、8日(火)、9日(水)

〔６月の休館日〕毎週月曜日、第1金曜日、5日(火)～10日(日)

3523-0895・FAX523-0896
〒360-0047 仲町19熊谷中央公民館 〔講座等の申込方法〕

電話またはハガキで熊谷中央公民館へ。応募者多数の場合は抽選となります。

小島小学校

男沼小学校

太田小学校

秦小学校

13：00～14：00

14：30～15：50

14：30～15：50

13：00～14：00

５/16(水)・６/13(水)

５/９(水)・６/12(火)

５/22(火)・６/20(水)

５/11(金)・６/15(金)

ステーション 巡回日 時 間

30493-36-1126・FAX0493-39-0066
〒369-0101 津田1-1大里図書館 〔５月の休館日〕毎週月曜日、第2金曜日、1日(火)、8日(火)、9日(水)

〔６月の休館日〕毎週月曜日、第1金曜日、5日(火)～10日(日)

対象　４歳以上の１人でおはなし
が聞ける子
とき　５月19日(土)

14：00～14：30
ところ　集会室
(大里生涯学習センター)

公民館

対象　一般成人

時間　13：30～16：00
ところ　第一講座室(4階)
定員　先着90人
費用　無料
申込み　電話で下記へ。
◆美術、郷土係

「直実・蓮
れん

生
せい

を学ぶ会」では、
熊谷次郎直実(法力房蓮生法師)と
その時代に関する講演会を開催します。
とき　６月２日(土)10：00～12：00
ところ　第一講座室(４階)
内容　「熊谷直実と佐竹合戦」
講師　福田豊彦氏

(東京工業大学名誉教授)
教材費　1,000円
申込み　当日、会場で受付
◆美術、郷土係

とき　開催中
ところ　郷土資料展示室(３階)
内容　旧熊谷の古代・中世・近
世・近代・現代の５つの時代の
特徴的な歴史的資料を常設展示
しています。そして小説家・森
村誠一コーナーでは森村作品の
中の歴史小説や時代物小説と新
刊本を中心に展示しています。
また、ミニ企画展コーナーで

は、坂東洋画会を前身とする洋
画団体である朱麦会の「朱麦会
物故作家展」を開催(6/3〈日〉
まで)します。
◆美術、郷土係

熊谷ゆかりの郷土図書資料とし
て、下記３冊を編集発行しました。
有償頒布していますので、ご希

望の方はお求めください。
①『熊谷次郎直実・法力房蓮生法
師の研究』
Ａ4判・550ページ・1,000円

②『熊谷の合併の変遷』
Ａ4判・430ページ・1,000円

③『浮世絵・熊谷次郎直実』
Ａ4判・150ページ・カラー・500円

頒布場所　展示室(３階)および市
内各書店(花鳥、神田、杉浦、藤
村、松本、須原屋〈八木橋〉）
◆美術、郷土係

図書館の美術クラブの一つとし
て活動している製本・装幀クラブ
では、新会員を募集しています。
製本・装幀クラブでは、自分史

や新聞、雑誌などの切り抜きや、
記録集などをオリジナルな製本に
仕上げながら仲間づくりをしてい
ます。
製本・装幀を通じてクラブ活動

を楽しみたい方の入会をお待ちし
ています。
◆美術、郷土係

対象　主に就園前の幼児とその保
護者
とき　５月１８日(金)・６月１５日(金)
０・１歳　11：00～11：20
２歳以上　11：30～11：50
ところ　視聴覚室
内容　手あそび・わらべうた・
絵本・紙芝居など
◆サービス係

対象　４歳以上の１人でおはな
しが聞ける子

とき　５月12日(土)・26日(土)
14：30～(約30分間)
ところ　視聴覚室
◆サービス係

対象　小学生(大人は入場できません)
とき　６月２日(土)
５月の小学生のおはなし会はお
休みです。
14：30～(約30分間)
ところ　視聴覚室
◆サービス係

とき　５月20日(日)14：00～
内容
アニメ　日本昔話・浦島太郎ほ
か(30分)
アニメ　黒い雲と白い羽(26分）
ところ　視聴覚室
◆サービス係

対象　市内に在住または在勤の方

時間　13：30～15：30
ところ　３の２・３室
定員　40人
費用　100円(資料代等)
申込期限　５月31日(木)

対象　市内の小学生(小学３年生
以下の方は保護者同伴)

時間　9：30～11：30
ところ　３の２・３室
定員　30人(抽選)
講師　淺井武二氏(サイエンスボ
ランティア)

費用　300円(教材費・保険料等)
申込期限　５月25日(金)

対象　市内に在住または在勤の方

ところ　３の２・３室
定員　35人(抽選)
費用　200円(保険・資料代)
申込期限　５月30日(水)

対象　市内に在住、在勤の方(女
性、高校生も歓迎)
とき　５月26日～７月21日の毎週
土曜日(全９回)
９：30～12：00
ところ　３の１室
共催　日本棋院熊谷支部

講師　日本棋院熊谷支部　囲碁普
及指導員および支部役員
定員　先着30人
費用　3,000円(教材費等)
申込期限　５月18日(金)
◆日本棋院熊谷支部3521－3552
(新井)または熊谷中央公民館

時間　14：00～
ところ　実習室
費用　無料
映写　ボランティア団体　一六会

しゅばく

10：00～11：00

13：30～14：30

15：00～16：00

10：00～11：00

13：30～14：30

15：00～16：00

10：00～11：00

13：30～14：30

15：00～16：00

10：00～11：00

13：30～14：30

10：00～11：00

13：30～14：30

15：10～16：00

10：00～11：00

13：30～14：30

15：00～16：00

Ａ
コ
ー
ス

Ｂ
コ
ー
ス

Ｃ
コ
ー
ス

Ｄ
コ
ー
ス

Ｅ
コ
ー
ス

Ｆ
コ
ー
ス
　

ステーション　 時　　間　　　巡回日　

籠原小学校

別府第3公園

別府小学校

玉井小学校

県営玉井団地

大幡小学校

星宮小学校

土地区画整理
西部事務所

大麻生小学校

吉岡小学校

奈良小学校

佐谷田小学校

中条小学校

久下第3公園

久下小学校

新堀小学校

三尻小学校

5/15（火）
29（火）

6/19（火）

5/16（水）
30（水）

6/20（水）

5/17（木）
31（木）

6/21（木）

5/ 9（水）
23（水）

6/13（水）
27（水）

5/10（木）
24（木）

6/14（木）
28（木）

5/ 8（火）
22（火）

6/12（火）
26（火）

対象　０歳～小学生(低学年）
とき　５月12日(土)・26日(土)
14：30～15：00

ところ　おはなし室

６/12（火)

19（火)

26（火)

暮らしの中の税法①

暮らしの中の税法②

暮らしの中の民法(財産法)

浦野広明氏
(立正大学法学部教授)

辻里恵氏
(立正大学法学部非常勤講師)

と　き 学 習 内 容 講　師

学　習　内　容と　き

６/９(土)

16(土)

30(土)

７/７(土)

乾電池チェッカー作り

スライムを作って遊ぼう

オイル万華鏡を作ろう

紙コップUFOを作って飛ばそう！

６/23（土)

30（土)

７/14（土)

21（土)

28（土)

８/ 4（土)

果実園のある風景

定期市の風景

天橋立のある風景

水辺のある風景

都市の中の隠れた風景

【研修見学】
日系ブラジル人の街の風景
行先群馬県太田市・大泉町

13：30～
　 15：30
13：30～
　 15：30
10：00～
　 12：00
10：00～
　 12：00

10：00～
　 12：00

9：00～
　 16：30

内山幸久氏

岡村治氏

小松陽介氏

原美登里氏

長坂政信氏
山田淳一氏

片柳勉氏

とき 学 習 内 容時間 講師(立正大学地理学科)

立正大学地理教養セミナー
日本の風景は美しいか

囲碁入門教室
楽しさいっぱい、囲碁をはじめてみませんか

暮らしの中の民法・税法教室

展示ホールのお知らせ

おもしろ科学教室

５/６(日)まで

５/８(火)～13(日)

５/15(火)～20(日)

５/22(火)～27(日)

５/29(火)～６/10(日)

熊谷水彩クラブ

松の会　俳句と写真展

熊谷理容写真友の会

アネモネ　アートフラワー展

ちぎり絵月曜会・水曜会合同作品展

と　き 団体名・内容

土曜映画鑑賞会

５/12(土)

６/９(土)

アイ・ラヴ・フレンズ

孫悟空の妖怪退治

金のがちょう（影絵）

くじらぐも

小学生以上

小学校高学年

幼児

題　名 対　象

ようかい

と　き

郷土史講座
テーマ「熊谷の考古学」

おはなし会

おはなし会

おはなし会

小学生のおはなし会 めぬま号(移動図書館)
5・6 月の巡回日程

熊谷次郎直実に関する講演会

おはなし会

ちいさいこのおはなしかい
熊谷の５つの歴史と美術展

製本・装
そう

幀
てい

クラブ員募集

書籍頒布のお知らせ

小学生のおはなし会

映画会

さくら号(移動図書館)
5・6 月の巡回日程

５/15（火)

22（火)

６/19（火)

26（火)

熊谷地区の考古資料について
（社会教育課　金子正之）
大里地区の考古資料について
（社会教育課　出縄康行）
妻沼地区の考古資料について
（社会教育課　寺社下博）
江南地区の考古資料について
（社会教育課　新井端）

と　き 内　　　容



とき　５月20日(日) 14：00開演
料金 シングル席3,500円
ペア席7,000円
曲目　ハイドン／弦楽四重奏曲
「皇帝」ほか
※さくらめいと号、託児室はあり
ません。

とき　５月27日(日) 14：00開演
料金　全席自由　前売券1,000円
当日券1,300円　※障害のある
方は700円(当日券)
※４歳から入場できます。
指揮　久住純信
ピアノ独奏　黒川浩
曲目　チャイコフスキー／交響曲
第１番「冬の日の幻想」、ベー
トーヴェン／ピアノ協奏曲第５
番「皇帝」ほか

とき　６月23日(土) 18：30開演
料金　全席指定4,000円
曲目　ブラームス／ハンガリー舞
曲第５番ほか

とき　７月８日(日) 14：00開演

料金　全席指定　S席3,500円
A席3,000円

全世界を席巻した「マンボNo.５」
をはじめ、あつい熊谷の真夏の夜
を盛り上げる熱いラテンのリズム。
とき　７月25日(水) 18：30開演
料金　全席指定　S席2,500円
A席1,500円
(宝くじの助成により通常料金

の約半額となっています。)

郷土の偉人を取り上げた市民手
作りの公演です。他に麦翁・権田
愛三の物語「麦さん」も上演します。
とき　７月28日(土) 18：30開演
料金　全席自由1,000円(当日は300
円増)

※４歳から入場できます。
※チケットはさくらめいとで取扱
っています。
※さくらめいと号・託児室はあり
ません。

とき　８月18日(土) 18：30開演
料金　全席指定2,500円
フレンドリー券2,250円
(１度に２枚以上購入の場合)

学生券1,000円
(さくらめいとでのみ販売)

出演　青島広志(作曲家/お話・ピ
アノ)、平福知夏(ソプラノ)、原
田勇雅(バリトン)ほか

第14回ショパンピアノコンクー
ルで第2位入賞したフリッターの
音楽は、「音楽的な知性と温かい
人間性がステージ上で共演する」
と評されています。
とき　９月30日(日) 15：00開演
前売開始　５月31日(木)
料金　全席指定3,000円
高校生以下2,000円
曲目　ショパン／幻想即興曲、ラ
フマ二ノフ／練習曲集「音の絵」
からイ短調ほか
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ペレス・プラード楽団

イングリット・フリッター

青島広志 平福知夏 原田勇雅
写真提供：神奈川フィルハーモニー管弦楽団

チケット取扱い

プラネタリウム館 3525-4554
〒360-0036 桜木町2-33-2

〔５・６月の休館日〕毎週月曜日、５月１日(火)、11日(金)
６月１日(金)、特別整備期間６月５日(火)～10日(日)

※5月8日(火)～10日(木)まで番組入替のため投影はお休みします。
〔入館料〕大人100円・子ども50円

「小惑星イトカワ物語」
投影期間　５月６日(日)まで
「太陽暦の長い道・パート２」
投影期間　５月12日(土)～７月８
日(日)

とき　毎週日曜日　10：30～
※星座解説と神話・伝説２話で構成
された親子で楽しめる番組です。

とき　５月26日(土)17：45～
定員　先着100人

とき　５月12日(土)
19：00～(２時間)
観察対象　「金星、土星、春の銀
河、春の二重星」

とき　５月26日(土)
19：00～(２時間)
観察対象 「月(月齢10)、金星、土
星、春の二重星」
※どなたでも自由に参加できます
が、天気の悪いときは中止にな
ります。

午　後午　前

団体利用

団体利用

10：30

15：30

曜日

火～金

土

日・祝

団体利用

13：30

13：30

熊谷文化創造館さくらめいと 3532-0002・FAX532-0022
〒360-0846 拾六間111-1

新日本フィルメンバーによる
アフタヌーン・カジュアルクラシック

Ｐコード〈247－682〉

埼玉交響楽団第58回定期演奏会

Ｐコード〈247－685〉

玉津留姫物語(たまつるひめものがたり)
公募自主企画上演応募作品

宝くじ文化公演
ペレス・プラード楽団
Ｐコード〈255－552〉・〈プレイガイド〉

イングリット・フリッター　
ピアノ・リサイタル
Ｐコード〈254－055〉・〈プレイガイド〉

夏休みスーパーコンサート＆レクチャー‘07
ブルーアイランド氏とめぐる《ペール・ギュントの四季》
Ｐコード〈255－346〉・〈プレイガイド〉

千住真理子
ヴァイオリン・リサイタル
Ｐコード〈247－686〉・〈プレイガイド〉

桂歌丸独演会

Ｐコード〈375－533〉・〈プレイガイド〉

とき　７月14日(土）
昼の部　13：00開演
夜の部　17：00開演
前売開始　５月27日(日)10：00～
料金　特等席6,000円
一等席2,000円
一等学生席1,000円
おためし席1,000円
出演　中村吉右衛門、中村芝雀、
中村歌昇、市川染五郎、市川高
麗蔵ほか

演目　一、玉兎
二、仮名手本忠臣蔵　祗園一力茶屋の場
三、太刀盗人
※未就学児の入場はご遠慮くださ
い。

とき　７月８日(日) 10：00開演
料金　全席指定　Ｓ席2,500円
Ａ席2,000円
Ｂ席1,500円(当日券は500円増し)
※３歳以上有料、大人もこどもも
同一料金となります。

1990年第９回チャイコフスキー
国際コンクール第２位。
1989年全ロシア・ピアノコンク

ール優勝。
詩情溢れるピアノの響きと誠実

でひたむきな演奏で充実した演奏
活動を行うウラジミル・ミシュク
が奏でる珠玉の名曲の数々。
とき　７月24日(火) 18：30開演
料金　全席指定3,000円
※未就学児の入場はご遠慮ください。

○さくらめいとチケットセンター
3532-9090(10:00～17:15 火曜日休)
○チケットぴあ全店　30570-02-9999
(さくらめいとチケットカウンター・八木橋百貨店・熊
谷ニットーモール・熊谷ＳＡＴＹほか)
○ファミリーマート･サークルＫ・サンクス(予約後の引換
え・Ｐコードによる直接購入)
○〈プレイガイド〉と表記された公演では八木橋百貨店・宮脇
書店行田店・新星堂深谷店でもチケットを購入できます。

※チケット売切れの際はご了承ください。
※未就学児はご入場できません。(一部の公演を除く）
※館内託児サービス(有料・要予約)は、ことぶきキッズル
ームへ。
3532-2916(月～金10：00～16：00)
FAX532-2895(随時)
０～１歳2,000円、２～12歳1,000円
※臨時無料バス「さくらめいと号」をご利用ください。太
陽のホールでの自主事業公演前後に運行(籠原駅南口←→
さくらめいと)します。

熊谷会館 3523-2535
〒360-0031 末広3-9-2

対象　市内在勤または在住の方
とき　６月７日～７月５日毎週
木曜日(全５回)19：00～20：30

定員　20人
費用　500円
申込期限　５月20日(日)

3588-2044・FAX588-5416
〒360-0202 妻沼東1-1妻沼中央公民館 〔利用時間〕9：00～22：00

〔講座等の申込方法〕期限までに来館し申込みを。応募者多数の場合は抽選となります。

とき　５月25日(金)～27日(日)
ところ　小展示室
内容　押花工房たかぎの作品展　
(押花絵額などの作品)

3588-2044
〒360-0202 妻沼東1-1妻沼展示館 〔開館時間〕9：00～16：30

〔休館日〕毎週月曜日、祝日

チケット取扱い　熊谷会館・八木橋百貨店ほか

き ち え もん しば しゃく

か そめ ご ろう こしょう

ま ぞう

た

たまうさぎ

ち ぬすびと

桂歌丸

ヨーガ体験教室

押し花作品展

プラネタリウムの一般投影

松竹大歌
か

舞
ぶ

伎
き

劇団飛行船マスクプレイミュージカル
赤ずきん・３びきのこぶた

ミシュク
オール・ショパン・リサイタル

おはなし天文館

星空の散歩道
「新緑の季節の星空と音楽」

天体観察会

中村吉右衛門

「暦とインド数学の関係は？」

ばくおう

ゆう や

千住真理子写真提供：東芝EM I

ウラジミル・ミシュク

ぎおん

あふ
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テーマ「私の好きな市内の公園」～ご意見の多かった順に紹介します～
市報クイズ3月号で寄せられた意見を紹介します。

●３月18日　
第２回熊谷市観光写真コンクール
入賞写真表彰式
３月14日から20日まで市役所１階ロ

ビーで熊谷市観光写真コンクールの入
賞作品展示会が開催され、18日に入賞
者の表彰式が行われました。

●３月17日　ＳＬパレオエクスプレス号出発式
今年で20周年を迎える秩父鉄道のSLパレオエク

スプレス号の運行が開始され、熊谷駅で出発式が
開催されました。SLは大勢の人々を乗せて出発し
ました。

●３月23日　小学校卒業式
市内の小学校で卒業式が行われました。

小島小学校

●３月24日
熊谷市自治基本条例案を市長へ提言
まちづくり基本条例検討委員会が、検討を

重ねまとめた熊谷市自治基本条例案を、市長
に提言しました。

●３月25日　第17回熊谷さくらマラソン大会
あいにくの雨模様の中、全国から参加した5,000

人を超えるランナーが健脚を競いました。

富岡市長(左)に案を手渡す山口雅
まさ

功
のり

委員長(立正大学社会
福祉学部教授)

●３月30日～４月10日　熊谷さくら祭
熊谷桜堤の桜が咲き、今年も熊谷さくら祭が開催され、たくさ

んの花見客でにぎわいました。

●４月４日～７日　公募熊谷市美術展
市民体育館で、第42回公募熊谷市美術

展が開催され、絵画・彫刻・工芸・書・
写真部門の力作464点が展示されました。

●４月５日
防犯のまちづくり
推進条例施行
キャンペーン
4月１日施行「防犯のま

ちづくり推進条例」の啓
発と周知を図るため、熊
谷駅コンコースでキャン
ペーンが行われました。

●４月４日～９日　熊谷うどん祭
八木橋百貨店で熊谷うどん祭が開催され、「熊谷

うどん」の食べくらべなどの催しに多くの来場者が
ありました。

●４月９日　小・中学校入学式
市内の小・中学校で入学式が挙行され、期

待に胸躍らせる新入生たちの笑顔がいっぱい
でした。

石原小学校

《
今
月
号
の
問
題
》

次
の
　
　
　
に
入
る
数
字
ま
た
は
言

葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
お
答
え
く
だ
さ
い
。

①
市
政
宅
配
講
座
の
メ
ニ
ュ
ー

は
、
今
年
度
、
全
部
で

講
座
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
今
年
で
20
周
年
を
迎
え
る
秩
父

鉄
道
の
S
L

号
の
出

発
式
が
、
熊
谷
駅
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

《
今
月
の
景
品
》

吉
際
商
店(

広
瀬
４
５
２-

３
、

月
曜
日
定
休)

ご
提
供
の
、「
手

作
り
か
り
ん
と
う
」
を
、
正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
差

し
上
げ
ま
す
。

《
３
月
号
の
正
解
》

①
防
犯
　
②
雪
　

◆
応
募
総
数
２
９
１
通
中
、
正
解
２
８
０
通

今月のテーマ「熊谷うちわ祭」についていただいたコメントは、おたよりパ
レットや市ホームページで紹介させていただく場合があります。

《応募方法》ハガキまたはＥメールに、
クイズの答え・住所・氏名・年齢・電話
番号・今月のテーマについてのコメン
トを記入の上、5月23日（水）までにご応
募ください（１人につき１通）。
（Ｅメールアドレス）
kohokocho@city.kumagaya.lg.jp

別府沼公園(60通)
●いろいろな遊具があったり、広々とした芝

しば

生
ふ

があったりと、子ども
たちは飽きることなく1日中遊ぶことができます。（20代・女性）
●桜を楽しみ、ショウブが見事な花を咲かせ、ゆったりした
気分を味わうことができる公園です。来園する人のマナー
も良く、また管理も整っているので、いつもきれいで気持
ちのよい場所です。 （50代・女性）
熊谷スポーツ文化公園(46通)
●スポーツ文化公園は、子どもからお年寄りまでみんなが楽
しめます。また、本格的にスポーツもできるし、何より安
全できれいです。 （60代・女性)
中央公園(41通) 
●桜が咲く頃の中央公園は特に見事です。この時期になると、
毎年カメラを片手に出かけます。 （30代・男性)

熊谷運動公園(36通)
●自転車で出かけて、季節ごとに変化する木々の下で弁当を広げ、
のんびりした時間を過ごすのが好きです。若い人たちの野球や
テニスを見るのも楽しく、元気がでます。 （60代・男性)
万平公園(29通)
●普段は交通公園として、自転車等のルールが勉強できるし、
なんと言っても、春先になると桜がきれいに咲き、お花見
ができるので、お年寄りには最高です。 （80代・女性）

木々や花々の織り成す季節を感じながら、青空の下でレ
ジャーやスポーツに興じるひと時は最高です。それぞれ
の魅力あふれる市内の公園に、ぜひお出かけください。
※市ホームページ http://www.city.kumagaya.lg.jp/でも、更
に詳しく紹介しています。



古
墳
が
熊
谷
に
初
め
て
造
ら

れ
た
の
は
、
４
世
紀
、
丘
陵
の

塩
地
区
の
塩
古
墳
群

(
県
指
定

史
跡)

の
前
方
後
方
墳
で
し
た
。

こ
の
古
墳
群
は
、
約
１
０
０
基

も
の
古
墳
が
丘
陵
上
に
分
布
し
、

７
世
紀
ま
で
の
古
墳
が
あ
り
ま
す
。

古
墳
時
代
中
期
に
な
る
と
、

低
地
の
中
奈
良
地
区
に
、
５
世

紀
後
半
の
前
方
後
円
墳
・
横よ

こ

塚つ
か

山や
ま

古
墳
　(

市
指
定
史
跡)

が
造
ら

れ
ま
す
。
こ
の
古
墳
は
、
金き

ん

錯さ
く

銘め
い

鉄て
っ

剣け
ん

を
出
土
し
た
埼さ

き

玉た
ま

古
墳

群
の
稲い

な

荷り

山や
ま

古
墳
と
ほ
ぼ
同
じ

頃
の
古
墳
で
す
。

古
墳
時
代
も
後
期
に
な
る
と
、

市
内
の
各
所
で
、
古
墳
は
群
を

な
し
て
多
く
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

台
地
上
の
野
原
地
区
に
は
、

「
踊
る
埴
輪
」
を
出
土
し
た
６
世

紀
に
造
ら
れ
た
野
原
古
墳
群

○
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
埴
輪
は
、

前
方
後
円
墳
・
野
原
古
墳
か
ら

出
土
し

た
も
の

で
、
墳

丘
に
は

多
く
の

埴
輪
が

お
か
れ

て
い
ま

し
た
。

同
じ
く
台
地
上
の
箕み

の

輪わ

地
区

に
は
、
６
世
紀
中
頃
に
造
ら
れ

た
前
方
後
円
墳
・
と
う
か
ん
山

古
墳
　(

県
指
定
史
跡)

が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
冑か

ぶ
と

山や
ま

地
区
に
は
、

６
世
紀
前
半
に
造
ら
れ
た
円

墳
・
甲か

ぶ
と

山や
ま

古
墳
　(

県
指
定
史
跡)

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
古
墳
は
、

直
径
90
ｍ
の
大
き
さ
で
、
埼
玉

古
墳
群
の
円
墳
・
丸ま

る

墓は
か

山や
ま

古
墳

(

直
径
１
０
５
ｍ)

に
次
い
で
、
県

1

内
第
２
位
の
大
き
さ
の
円
墳
で
す
。

一
方
、
低
地
の
上
中
条
地
区

に
は
、
５
世
紀
後
半
か
ら
６
世

紀
に
か
け
て
の
中
条
古
墳
群

が
あ
り
ま
す
。
出
土
土
器
が
県

指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
前

方
後
円
墳
・
鎧よ

ろ
い

塚づ
か

古
墳
や
、
多

数
の
人
物
や
動
物
を
か
た
ど
っ

た
埴
輪
が
出
土
し
た
女め

塚づ
か

１
号

墳
・
２
号
墳
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
古
墳
群
か
ら
は
、

有
名
な
国
重
要
文
化
財
「
短
甲

武
人
埴
輪
」
・
「
馬
形
埴
輪
」

が
出
土
し
て
い
ま
す
。

古
墳
時
代
の
終
末
の
７
世
紀

に
な
る
と
、
前
方
後
円
墳
は
造

ら
れ
な
く
な
り
、
大
型
の
方
墳

や
上
円
下
方
墳
な
ど
の
古
墳
を

造
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
古

墳
は
姿
を
消
し
て
い
き
ま
し
た
。

低
地
の
広
瀬
地
区
に
は
、
こ

の
頃
に
造
ら
れ
た
熊
谷
地
方
で

最
後
の
古
墳
の
上
円
下
方
墳
・

宮
塚
古
墳

(

国
指
定
史
跡)

が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
６
世
紀
末
頃
に
は
、

吉
見
百ひ

ゃ
く

穴あ
な

横お
う

穴け
つ

墓ぼ

群
に
代
表
さ

れ
る
横
穴
墓

も
出
現
し
、

丘
陵
の
小お

江え

川が
わ

地
区
に
は
、

県
内
で
も
最

終
末
の
時
期
に
あ
た
る
７
世
紀

以
降
に
造
ら
れ
た
高
根
横
穴
墓

群

が
あ
り
ま
す
。

8

7

6

30市報くまがや　平成19年(2007)５月31 市報くまがや　平成19年(2007)５月

古
墳
時
代
は
、
大お

お

王き
み

な
ど
の
有
力
者
の
た
め
に
造
ら
れ
た
古
墳
が
象
徴
す
る
時
代
で
、
お
お
よ
そ
１
７

０
０
年
か
ら
１
３
０
０
年
前
の
、
３
世
紀
後
半
か
ら
７
世
紀
後
半
ま
で
の
約
４
０
０
年
間
を
い
い
ま
す
。

熊
谷
に
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
形
・
上
円
下
方
墳
で
知
ら
れ
る
宮み

や

塚つ
か

古
墳
が
あ
り
、「
短た

ん

甲こ
う

武
人
埴

輪
」
・
「
馬
形
埴
輪
」
や
、「
踊
る
埴
輪
」
な
ど
、
全
国
的
に
知
ら
れ
る
埴
輪
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
熊
谷
の
古
墳
時
代
に
つ
い
て
、
古
墳
と
埴
輪
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
江
南
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
3
５
３
６-

５
０
６
２

興
味
津し

ん

々し

ん

熊
谷
の
古
墳
と
埴は

に

輪わ

！

踊る埴輪短甲武人埴輪 馬形埴輪

横塚山古墳

熊
谷
の
古
墳
時
代

の
幕
開
け

1

古
墳
群
と
花
開
い
た

埴
輪
の
文
化

2

埴輪配置の例
(埼玉古墳群将軍山古墳)

埴輪配置の例
(埼玉古墳群将軍山古墳)

埴輪配置の例
(埼玉古墳群将軍山古墳)

埴輪配置の例
(埼玉古墳群将軍山古墳)

埴輪配置の例
(埼玉古墳群将軍山古墳)

埴輪配置の例
(埼玉古墳群将軍山古墳)

埴輪配置の例
(埼玉古墳群将軍山古墳)

埴輪配置の例
(埼玉古墳群将軍山古墳)

埴輪配置の例
(埼玉古墳群将軍山古墳)

埴輪配置の例
(埼玉古墳群将軍山古墳)

埴輪配置の例
(埼玉古墳群将軍山古墳)

埴輪配置の例
(埼玉古墳群将軍山古墳)

埴輪配置の例
(埼玉古墳群将軍山古墳)

埴輪配置の例
(埼玉古墳群将軍山古墳)

埴輪配置の例
(埼玉古墳群将軍山古墳)

埴輪配置の例
(埼玉古墳群将軍山古墳)

埴輪配置の例
(埼玉古墳群将軍山古墳)

古
墳
時
代
の
終
わ
り

3

とうかん山古墳甲山古墳

高根横穴墓群

59

49

45

75

407

407

140 125

125

17
17

17

17

刀水橋刀水橋

久下橋久下橋

押切橋押切橋 熊谷大橋熊谷大橋

荒川大橋荒川大橋

利根川

荒川 熊谷駅熊谷駅

籠原駅籠原駅
JR高崎線

秩父鉄道秩父鉄道

バイパス
バイパス

バ
イ
パ
ス

バ
イ
パ
ス

上
武
国
道

妻沼行政センター妻沼行政センター

大里行政センター大里行政センター

熊谷市役所熊谷市役所

JR上越・北陸新幹線

JR上越・北陸新幹線

11

359

307

江南行政センター江南行政センター

江南文化財センター江南文化財センター

塩古墳群塩古墳群
高根横穴墓群高根横穴墓群

野原古墳群野原古墳群

甲山古墳甲山古墳

9

宮塚古墳宮塚古墳7

横塚山古墳横塚山古墳2

中条古墳群中条古墳群6

1
8

3

5

とうかん山古墳とうかん山古墳4

●

●

●

●

●

●

●

●

●

宮塚古墳

江
南
文
化
財
セ
ン
タ
ー

江
南
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
、
熊
谷
市
の
歴
史
や
文

化
を
解
き
明
か
す
市
民
共
有
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る

文
化
財
を
、
収
集
・
保
管
し
て
後
世
に
伝
え
る
役
割

と
、
調
査
・
整
理
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
公
開
・
活

用
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
、「
つ
く
る
」、「
し
る
」、「
ふ
れ
る
」
を
基
本
理

念
と
し
て
い
て
、
体
験
学
習
や
企
画
展
示
な
ど
を
行

い
ま
す
。

施
設
内
に
は
、
セ
ン
タ
ー
の
主
要
な
役
割
で
あ
る

展
示
室
・
収
蔵
庫
の
ほ
か
、
体
験
学
習
や
講
座
を
行
う
部
屋
な
ど
が
あ
り
、
こ

れ
か
ら
の
文
化
財
に
課
せ
ら
れ
た
大
切
な
使
命
で
あ
る
保
存
と
活
用
を
通
し

て
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
、
地
域
づ
く
り
や
ひ
と
づ
く
り
に
大
い
に
貢
献

し
て
い
く
施
設
で
す
。

９
時
〜
17
時(

入
館
は
、
16
時
30
分
ま
で)

無
料

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
29
日
〜
１
月
３
日

10
台(

隣
接
す
る
江
南
総
合
文
化
会
館
ピ
ピ
ア

駐
車
場
も
利
用
で
き
ま
す)

千
代
３
２
９
番
地

５
３
６-

５
０
６
２

江南文化財センター

9

開
館
時
間

入

館

料

休

館

日

駐

車

場

所

在

地

電

　

話

江南文化財センター展示室

2

3

4
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